
(57)【要約】

加入者端末機が基地局へ送信するか、又は基地局から受

信するデータが存在しないスリープモードと、加入者端

末機が基地局へ送信するか、又は基地局から受信するデ

ータが存在するアウェイクモードとを有する広帯域無線

接続システムを提供する。加入者端末機は、スリープモ

ードの開始時点とアウェイクモードの開始時点との間の

スリープ期間が与えられた最大ウィンドウ値に到達した

後に、次のスリープモードを設定し、アウェイクモード

の開始時点の後に、基地局から伝送されるデータがない

ことを示すトラヒック指示メッセージを受信し、スリー

プ要求メッセージを基地局へ伝送し、基地局からスリー

プ要求メッセージに対する応答メッセージを受信した後

に、次のスリープモードで動作する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 加 入 者 端 末 機 が 基 地 局 へ 送 信 す る か 、 又 は 前 記 基 地 局 か ら 受 信 す る デ ー タ が 存 在 し な い
ス リ ー プ モ ー ド と 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 基 地 局 へ 送 信 す る か 、 又 は 前 記 基 地 局 か ら 受
信 す る デ ー タ が 存 在 す る ア ウ ェ イ ク モ ー ド と を 有 す る 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム に お い
て 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 ス リ ー プ モ ー ド の 開 始 時 点 と 前 記 ア ウ ェ イ ク モ ー ド の 開 始 時
点 と の 間 の ス リ ー プ 期 間 が 与 え ら れ た 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 し た 後 に 、 前 記 加 入 者 端 末
機 が 次 の ス リ ー プ モ ー ド を 設 定 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ア ウ ェ イ ク モ ー ド の 開 始 時 点 の 後 に 、 前 記 基 地 局 か ら 伝 送 さ れ る デ ー タ が な い こ と
を 示 す ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ を 前 記 基 地 局 へ 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 基 地 局 か ら 前 記 ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ に 対 す る 応 答 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る ス テ ッ
プ と 、
　 前 記 次 の ス リ ー プ モ ー ド で 動 作 す る ス テ ッ プ と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ に 対 す る 応 答 メ ッ セ ー ジ は 、 基 地 局 が 決 定 し た 新 た な 最 小
ウ ィ ン ド ウ 値 及 び 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 新 た な ウ ィ ン ド ウ 値 を 受 信 す る 前 記 加 入 者 端 末 機 は 、 前 記 次 の ス リ ー プ モ ー ド の ス
リ ー プ 期 間 を 前 記 新 た な 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ス リ ー プ 期 間 が 前 記 新 た な 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 に 設 定 さ れ た 後 に 、 前 記 加 入 者 端 末 機
に 伝 送 さ れ る デ ー タ が な い 場 合 に 、 前 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 前 記 新 た な 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 か
ら 始 め て 、 以 前 の ス リ ー プ 期 間 を 倍 数 演 算 す る こ と に よ っ て 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 加 入 者 端 末 機 へ 伝 送 さ れ る デ ー タ が 存 在 す る 場 合 に 、 前 記 加 入 者 端 末 機 の 接 続 識 別
子 （ Ｃ Ｉ Ｄ ） と と も に 、 前 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ が 伝 送 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 デ ー タ の フ レ ー ム 単 位 に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 及 び 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 は 、 前 記 基 地 局 か ら 前 記 加 入 者 端 末 機 に あ
ら か じ め 割 り 当 て ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 の 時 間 を 経 過 し た 後 に 、 聴 取 期 間 で 前 記 基 地
局 か ら 受 信 さ れ る デ ー タ が な い こ と を 示 す メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 加 入 者 端 末 機 が ス リ ー プ モ ー ド に 遷 移 し 、 前 記 ス リ ー プ モ ー ド に 対 す る ス リ ー プ 期
間 を 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 保 持 し 、 前 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 の 反 復 回 数 を 計 算 す る ス テ ッ プ と
、
　 前 記 ス リ ー プ 期 間 に 前 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 を 所 定 の 回 数 だ け 反 復 し て 適 用 し 、 前 記 加 入
者 端 末 機 が 前 記 基 地 局 に 新 た な ウ ィ ン ド ウ 値 の 割 当 て を 要 求 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 基 地 局 か ら 前 記 新 た な ウ ィ ン ド ウ 値 を 受 信 す る ス テ ッ プ と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 の 反 復 回 数 は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 か ら 前 記 基 地 局 へ 伝 送 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 の 反 復 回 数 は 、 ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ た パ ラ メ ー タ で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 加 入 者 端 末 機 が 基 地 局 へ 送 信 す る か 、 又 は 前 記 基 地 局 か ら 受 信 す る デ ー タ が 存 在 し な い
ス リ ー プ モ ー ド と 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 基 地 局 へ 送 信 す る か 、 又 は 前 記 基 地 局 か ら 受
信 す る デ ー タ が 存 在 す る ア ウ ェ イ ク モ ー ド と を 有 す る 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム に お い
て 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 ス リ ー プ モ ー ド の 開 始 時 点 と 前 記 ア ウ ェ イ ク モ ー ド の 開 始 時
点 と の 間 の ス リ ー プ 期 間 が 与 え ら れ た 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 し た 後 に 、 前 記 加 入 者 端 末
機 が 次 の ス リ ー プ モ ー ド を 設 定 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ア ウ ェ イ ク モ ー ド の 開 始 時 点 の 後 に 、 前 記 基 地 局 か ら 伝 送 さ れ る デ ー タ が な い こ と
を 示 す ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 次 の ス リ ー プ モ ー ド に 対 す る ス リ ー プ 期 間 を 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 設 定 し た 後 に 、 前
記 次 の ス リ ー プ モ ー ド で 動 作 す る ス テ ッ プ と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ス リ ー プ 期 間 が 前 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 設 定 さ れ た 後 に 、 前 記 加 入 者 端 末 機 へ 伝 送
さ れ る デ ー タ が な い 場 合 に 、 前 記 ス リ ー プ 期 間 を 前 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 保 持 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 加 入 者 端 末 機 へ 伝 送 さ れ る デ ー タ の 有 無 は 、 前 記 基 地 局 か ら 伝 送 さ れ た ト ラ ヒ ッ ク
指 示 メ ッ セ ー ジ を 介 し て 判 断 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 加 入 者 端 末 機 へ 伝 送 さ れ る デ ー タ が あ る 場 合 に 、 前 記 加 入 者 端 末 機 の 接 続 識 別 子 （
Ｃ Ｉ Ｄ ） と と も に 、 前 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ が 伝 送 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 デ ー タ の フ レ ー ム 単 位 に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 加 入 者 端 末 機 が 基 地 局 へ 送 信 す る か 、 又 は 前 記 基 地 局 か ら 受 信 す る デ ー タ が 存 在 し な い
ス リ ー プ モ ー ド と 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 基 地 局 へ 送 信 す る か 、 又 は 前 記 基 地 局 か ら 受
信 す る デ ー タ が 存 在 す る ア ウ ェ イ ク モ ー ド と を 有 す る 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム に お い
て 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 ス リ ー プ モ ー ド の 開 始 時 点 と 前 記 ア ウ ェ イ ク モ ー ド の 開 始 時
点 と の 間 の ス リ ー プ 期 間 が 与 え ら れ た 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 し た 後 に 、 前 記 加 入 者 端 末
機 が 次 の ス リ ー プ モ ー ド を 設 定 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ア ウ ェ イ ク モ ー ド の 開 始 時 点 の 後 に 、 前 記 基 地 局 か ら 伝 送 さ れ る デ ー タ が な い こ と
を 示 す ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 次 の ス リ ー プ モ ー ド に 対 す る ス リ ー プ 期 間 を 与 え ら れ た 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 に 設 定 し
た 後 に 、 前 記 次 の ス リ ー プ モ ー ド で 動 作 す る ス テ ッ プ と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 ス リ ー プ 期 間 が 前 記 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 に 設 定 さ れ た 後 に 、 前 記 加 入 者 端 末 機 へ 伝 送
さ れ る デ ー タ が な い 場 合 に 、 前 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 前 記 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 か ら 始 め て 、 以
前 の ス リ ー プ 期 間 を 倍 数 演 算 す る こ と に よ っ て 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 加 入 者 端 末 機 へ 伝 送 さ れ る デ ー タ の 有 無 は 、 前 記 基 地 局 か ら 伝 送 さ れ た ト ラ ヒ ッ ク
指 示 メ ッ セ ー ジ を 介 し て 判 断 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
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　 前 記 加 入 者 端 末 機 へ 伝 送 さ れ る デ ー タ が あ る 場 合 に 、 前 記 加 入 者 端 末 機 の 接 続 識 別 子 （
Ｃ Ｉ Ｄ ） と と も に 、 前 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ が 伝 送 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 デ ー タ の フ レ ー ム 単 位 に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 か ら 継 続 し て 倍 数 演 算 さ れ た ス リ ー プ 期 間 値 が 前 記 最 大 ウ ィ ン ド
ウ 値 に さ ら に 到 達 す る 場 合 、 次 の ス リ ー プ 期 間 値 を 前 記 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 に 設 定 す る ス テ
ッ プ を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム に 関 し 、 特 に 、 直 交 周 波 数 分 割 多 重 方 式 を 使 用
す る 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム の ス リ ー プ モ ー ド 及 び ア ウ ェ イ ク モ ー ド 制 御 方 法 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム に 関 し 、 特 に 、 直 交 周 波 数 分 割 多 重 （ Orthogon
al Frequency Division Multiplexing； Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ ） 方 式 を 使 用 す る 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ
ス テ ム に お け る ス リ ー プ モ ー ド 及 び ア ウ ェ イ ク モ ー ド を 制 御 す る シ ス テ ム 及 び 方 法 に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 第 ４ 世 代 （ 4 t h  Generation； 以 下 ‘ ４ Ｇ ’ と 称 す る 。 ） 通 信 シ ス テ ム で は 、 約 １ ０ ０ Ｍ
ｂ ｐ ｓ の 伝 送 速 度 を 有 す る 多 様 な サ ー ビ ス 品 質 （ Quality of Service； 以 下 ‘ Ｑ ｏ Ｓ ’ と
称 す る 。 ） を 有 す る サ ー ビ ス を ユ ー ザ ー に 提 供 す る た め の 活 発 な 研 究 が 進 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 般 的 に 、 現 在 の 第 ３ 世 代 （ 3 r d  Generation； 以 下 ‘ ３ Ｇ ’ と 称 す る 。 ） 通 信 シ ス テ ム
は 、 比 較 的 よ く な い チ ャ ン ネ ル 環 境 を 有 す る 室 外 チ ャ ン ネ ル 環 境 で は 、 ３ ８ ４ ｋ ｂ ｐ ｓ 程
度 の 伝 送 速 度 を 支 援 し 、 比 較 的 良 好 な チ ャ ン ネ ル 環 境 を 有 す る 室 内 チ ャ ン ネ ル 環 境 で も 最
大 ２ Ｍ ｂ ｐ ｓ 程 度 の 伝 送 速 度 を 支 援 す る 。 一 方 、 無 線 近 距 離 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク （ Local Ar
ea Network； 以 下 ‘ Ｌ Ａ Ｎ ’ と 称 す る 。 ） シ ス テ ム 及 び 無 線 都 市 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク （ Metr
opolitan Area Network； 以 下 、 ‘ Ｍ Ａ Ｎ ’ と 称 す る 。 ） シ ス テ ム は 、 一 般 的 に 、 ２ ０ Ｍ
ｂ ｐ ｓ ～ ５ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ の 伝 送 速 度 を 支 援 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 現 在 の ４ Ｇ 通 信 シ ス テ ム で は 、 ４ Ｇ 通 信 シ ス テ ム が 提 供 し よ う と す る 高 速 サ ー
ビ ス を 支 援 す る た め に 、 比 較 的 高 い 伝 送 速 度 を 支 援 す る 無 線 Ｌ Ａ Ｎ シ ス テ ム 及 び 無 線 Ｍ Ａ
Ｎ シ ス テ ム に 対 し て 、 移 動 性 （ mobility） 及 び 高 い Ｑ ｏ Ｓ を 保 証 す る 新 た な 通 信 シ ス テ ム
に 関 す る 研 究 が 活 発 に な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 無 線 Ｍ Ａ Ｎ シ ス テ ム は 、 そ の サ ー ビ ス 領 域 （ coverage） が 広 く 、 高 速 の 伝 送 速 度 を
支 援 す る た め に 高 速 通 信 サ ー ビ ス の 支 援 に は 適 し て い る 。 し か し な が ら 、 ユ ー ザ ー 、 す な
わ ち 、 加 入 者 端 末 機 （ Subscriber Station； Ｓ Ｓ ） の 移 動 性 を 考 慮 し な い シ ス テ ム で あ る
の で 、 加 入 者 端 末 機 の 高 速 移 動 に よ る ハ ン ド オ フ （ handoff） も ま っ た く 考 慮 さ れ て い な
い 。 図 １ を 参 照 し て 、 上 記 無 線 Ｍ Ａ Ｎ の 標 準 ス ペ ッ ク で あ る Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ａ 通 信
シ ス テ ム の 構 成 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ は 、 従 来 の 直 交 周 波 数 分 割 多 重 （ Orthogonal Frequency Division Multiplexing；
Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ ） ／ 直 交 周 波 数 分 割 多 重 接 続 （ Orthogonal Frequency Division Multiple Acces
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s； Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ ） （ “ Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ ／ Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ ” と 称 す る 。 ） 方 式 を 使 用 す る 広 帯 域 無 線 接
続 通 信 シ ス テ ム の 構 成 を 概 略 的 に 示 す 。 よ り 詳 細 に は 、 図 １ は 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ａ
通 信 シ ス テ ム の 構 造 を 概 略 的 に 示 す 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 図 １ を 説 明 す る 前 に 、 無 線 Ｍ Ａ Ｎ シ ス テ ム は 、 広 帯 域 無 線 接 続 （ Broadb
and Wireless Access； Ｂ Ｗ Ａ ） 通 信 シ ス テ ム で あ っ て 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ シ ス テ ム よ り も サ ー
ビ ス 領 域 が 広 く 、 さ ら に 高 速 の 伝 送 速 度 を 支 援 す る こ と に 注 意 す べ き で あ る 。 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８
０ ２ ． １ ６ ａ 通 信 シ ス テ ム は 、 無 線 Ｍ Ａ Ｎ シ ス テ ム の 物 理 チ ャ ン ネ ル （ physical channel
） に 広 帯 域 （ broadband） 伝 送 ネ ッ ト ワ ー ク を 支 援 す る た め に 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ 方 式 と Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ
Ａ 方 式 と を 適 用 し た 通 信 シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 す な わ ち 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ａ 通 信 シ ス テ ム は 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ ／ Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 を 使 用
す る 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム で あ る 。 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ａ 通 信 シ ス テ ム は 、 無 線
Ｍ Ａ Ｎ シ ス テ ム に Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ ／ Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 を 適 用 す る た め に 、 複 数 の 副 搬 送 波 （ sub-ca
rrier） を 使 用 し て 物 理 チ ャ ン ネ ル 信 号 を 送 信 す る こ と に よ っ て 高 速 の デ ー タ 送 信 の 支 援
を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 方 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム は 、 上 述 し た Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ａ 通 信
シ ス テ ム の 特 性 に 加 え て 、 加 入 者 端 末 機 の 移 動 性 を も 考 慮 す べ き で あ る こ と を 留 意 し な け
れ ば な ら な い 。 し か し な が ら 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム に つ い て は 、 具 体 的
に 規 定 さ れ て い な い 。 上 述 し た よ う に 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム は 、 加 入 者
端 末 機 の 移 動 性 を 考 慮 し た シ ス テ ム で あ る の で 、 加 入 者 端 末 機 （ Subscriber Station； Ｓ
Ｓ ） が 、 ‘ Ｍ Ｓ （ Mobile Station） ’ 又 は ‘ Ｍ Ｓ Ｓ （ Mobile Subscriber Station） ’ を
意 味 す る と 仮 定 す る 。 す な わ ち 、 Ｍ Ｓ 又 は Ｍ Ｓ Ｓ は 、 上 記 Ｓ Ｓ に 移 動 性 を 与 え た 概 念 で 理
解 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 結 果 的 に 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ａ 通 信 シ ス テ ム 及 び Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス
テ ム の す べ て は 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ ／ Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 を 使 用 す る 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム で あ
る 。 図 １ を 参 照 す る と 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ａ 通 信 シ ス テ ム は 、 単 一 セ ル （ single cel
l） 構 造 を 有 し 、 基 地 局 １ ０ ０ と 、 基 地 局 １ ０ ０ が 管 理 す る 複 数 の 加 入 者 端 末 機 １ １ ０ ，
１ ２ ０ ， １ ３ ０ と か ら 構 成 さ れ る 。 基 地 局 １ ０ ０ と 加 入 者 端 末 機 １ １ ０ ， １ ２ ０ ， １ ３ ０
と の 間 の 信 号 の 送 受 信 は 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ ／ Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 を 使 用 し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 述 し た よ う に 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ａ 通 信 シ ス テ ム は 、 現 在 加 入 者 端 末 機 が 固 定 さ
れ た 状 態 、 す な わ ち 、 加 入 者 端 末 機 の 移 動 性 を 全 く 考 慮 し な い 状 態 と 単 一 セ ル 構 造 の み を
考 慮 し て い る 。 し か し な が ら 、 上 述 し た よ う に 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム は
、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ａ 通 信 シ ス テ ム の 特 性 に 加 え て 加 入 者 端 末 機 の 移 動 性 を 考 慮 す る
。 従 っ て 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ シ ス テ ム は 、 多 重 セ ル （ multi-cell） 環 境 で の 加 入 者
端 末 機 の 移 動 性 を 考 慮 し な け れ ば な ら な い 。 こ の よ う に 、 多 重 セ ル 環 境 で の 加 入 者 端 末 機
の 移 動 性 を 提 供 す る た め に は 、 加 入 者 端 末 機 及 び 基 地 局 の 動 作 が 必 然 的 に 変 更 さ れ な け れ
ば な ら な い 。 し か し な が ら 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム は 、 多 重 セ ル 環 境 と 加
入 者 端 末 機 の 移 動 性 を 取 り 扱 う 何 の 方 法 も 提 案 し て い な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 加 入 者 端 末 機 の 移 動 性 を 考 慮 す
る 場 合 、 加 入 者 端 末 機 の 電 力 消 費 は 、 シ ス テ ム 全 体 の 資 源 を 管 理 す る 際 に 重 要 な 要 因 と し
て 作 用 す る 。 従 っ て 、 加 入 者 端 末 機 の 電 力 消 費 を 最 小 化 さ せ る た め の 加 入 者 端 末 機 と 基 地
局 と の 間 の ス リ ー プ モ ー ド （ SLEEP MODE） 動 作 及 び 上 記 ス リ ー プ モ ー ド 動 作 に 対 応 す る ア
ウ ェ イ ク モ ー ド （ AWAKE MODE） 動 作 が 提 案 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ を 参 照 し て 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム で 現 在 提 案 し て い る ス リ ー プ モ
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ー ド 動 作 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 、 従 来 の Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム で 提 案 し て い る ス リ ー プ モ ー ド 動
作 を 概 略 的 に 示 す 。 図 ２ を 説 明 す る に 先 立 っ て 、 ま ず 、 上 記 ス リ ー プ モ ー ド は 、 パ ケ ッ ト
デ ー タ が 伝 送 さ れ な い ア イ ド ル （ idle） 期 間 で 加 入 者 端 末 機 の 電 力 消 費 を 最 小 化 す る た め
に 提 案 さ れ た 。 す な わ ち 、 上 記 ス リ ー プ モ ー ド で 、 上 記 パ ケ ッ ト デ ー タ が 伝 送 さ れ な い ア
イ ド ル 期 間 で の 加 入 者 端 末 機 の 電 力 消 費 を 最 小 化 さ せ る た め に 、 加 入 者 端 末 機 と 基 地 局 は
、 ス リ ー プ モ ー ド に 遷 移 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 般 的 に 、 上 記 パ ケ ッ ト デ ー タ は 、 バ ー ス ト （ burst） で 発 生 す る の で 、 上 記 パ ケ ッ ト
デ ー タ が 伝 送 さ れ な い 期 間 で も パ ケ ッ ト デ ー タ が 伝 送 さ れ る 期 間 と 同 一 に 動 作 さ れ る こ と
は 、 不 合 理 で あ る と い う 理 由 で 上 記 ス リ ー プ モ ー ド が 提 案 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 基 地 局 及 び 上 記 加 入 者 端 末 機 が ス リ ー プ モ ー ド 中 に 、 送 信 パ ケ ッ ト
デ ー タ が 発 生 す る と 、 上 記 基 地 局 及 び 上 記 加 入 者 端 末 機 は 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド へ 同 時 に 状
態 遷 移 し て 、 パ ケ ッ ト デ ー タ を 送 受 信 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う な ス リ ー プ モ ー ド 動 作 は 、 電 力 消 費 及 び チ ャ ン ネ ル 信 号 間 の 干 渉 （ interferen
ce） を 最 小 化 す る た め の 方 案 と し て 提 案 さ れ た 。 し か し な が ら 、 上 記 パ ケ ッ ト デ ー タ の 特
性 は 、 主 に ト ラ ヒ ッ ク （ traffic） に 影 響 さ れ る た め 、 上 記 ス リ ー プ モ ー ド 動 作 は 、 上 記
パ ケ ッ ト デ ー タ の ト ラ ヒ ッ ク 特 性 及 び 伝 送 方 式 な ど を 考 慮 し て 適 応 的 に 遂 行 さ れ な け れ ば
な ら な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 ま ず 、 参 照 番 号 ２ １ １ は 、 パ ケ ッ ト デ ー タ 発 生 （ packet data gene
ration） の パ タ ー ン を 示 し 、 上 記 デ ー タ パ タ ー ン は 、 複 数 の オ ン （ Ｏ Ｎ ） 期 間 と オ フ （ Ｏ
Ｆ Ｆ ） 期 間 と か ら 構 成 さ れ る 。 上 記 オ ン 期 間 は 、 パ ケ ッ ト デ ー タ 、 す な わ ち 、 ト ラ ヒ ッ ク
が 発 生 す る バ ー ス ト 期 間 で あ り 、 上 記 オ フ 期 間 は 、 ト ラ ヒ ッ ク が 発 生 し な い ア イ ド ル 期 間
で あ る 。 こ の よ う な ト ラ ヒ ッ ク 発 生 パ タ ー ン （ pattern） に 従 っ て 、 加 入 者 端 末 機 は 、 ス
リ ー プ モ ー ド 又 は ア ウ ェ イ ク モ ー ド に 遷 移 し て 、 加 入 者 端 末 機 の 電 力 消 費 を 最 小 化 す る と
と も に 、 チ ャ ン ネ ル 信 号 間 の 干 渉 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 参 照 番 号 ２ １ ３ は 、 加 入 者 端 末 機 の 状 態 遷 移 （ state transition） （ ま た は モ
ー ド 遷 移 （ mode transition） ） 形 態 を 示 し 、 複 数 の ア ウ ェ イ ク モ ー ド と ス リ ー プ モ ー ド
と か ら 構 成 さ れ る 。 上 記 ア ウ ェ イ ク モ ー ド は 、 ト ラ ヒ ッ ク が 発 生 す る 状 態 を 意 味 し 、 基 地
局 と 加 入 者 端 末 機 と の 間 の 実 質 的 な パ ケ ッ ト デ ー タ の 送 受 信 が 遂 行 さ れ る 。 こ れ と 反 対 に
、 上 記 ス リ ー プ モ ー ド は 、 ト ラ ヒ ッ ク が 発 生 し な い 状 態 を 意 味 し 、 基 地 局 と 加 入 者 端 末 機
と の 間 の パ ケ ッ ト デ ー タ の 送 受 信 が 遂 行 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 参 照 番 号 ２ １ ５ は 、 加 入 者 端 末 機 の 電 力 レ ベ ル （ SS POWER LEVEL） 形 態 を 示 す 。 図 示 す
る よ う に 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド の 加 入 者 端 末 機 の 電 力 レ ベ ル を ‘ Ｋ ’ と し て 定 義 す る と 、 ス
リ ー プ モ ー ド の 加 入 者 端 末 機 の 電 力 レ ベ ル は ‘ Ｍ ’ に な る 。 ア ウ ェ イ ク モ ー ド の 加 入 者 端
末 機 の 電 力 レ ベ ル Ｋ と ス リ ー プ モ ー ド の 加 入 者 端 末 機 の 電 力 レ ベ ル Ｍ と を 比 較 し て 見 る と
、 上 記 Ｍ 値 が Ｋ 値 よ り も 非 常 に 小 さ い 。 す な わ ち 、 上 記 ス リ ー プ モ ー ド で は 、 パ ケ ッ ト デ
ー タ の 送 受 信 が 遂 行 さ れ な い の で 、 電 力 が ほ と ん ど 消 費 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス リ ー プ モ ー ド 動 作 を 支 援 す る た め に 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム で 現 在 提
案 し て い る 方 式 を 説 明 す る と 下 記 の 通 り で あ る 。 し か し な が ら 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ
通 信 シ ス テ ム で 現 在 提 案 し て い る 方 式 を 説 明 す る 前 に 、 次 の よ う な 前 提 条 件 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ス リ ー プ モ ー ド に 状 態 遷 移 す る た め に 、 加 入 者 端 末 機 は 、 基 地 局 か ら の 状 態 遷 移 の 承 諾
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を 受 信 し な け れ ば な ら ず 、 基 地 局 は 、 加 入 者 端 末 機 が ス リ ー プ モ ー ド に 状 態 遷 移 す る よ う
に 承 諾 す る と 、 送 信 パ ケ ッ ト デ ー タ の バ ッ フ ァ リ ン グ 又 は ド ラ ッ ピ ン グ 動 作 を 遂 行 し な け
れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 基 地 局 は 、 加 入 者 端 末 機 の 聴 取 期 間 （ LISTENING INTERVAL） の 間 に 、 加 入 者 端 末
機 に 伝 送 さ れ る パ ケ ッ ト デ ー タ が 存 在 す る こ と を 通 知 し な け れ ば な ら ず 、 こ の と き 、 加 入
者 端 末 機 は 、 ス リ ー プ モ ー ド か ら 復 帰 し て （ awaken） 、 基 地 局 か ら 自 分 に 伝 送 さ れ る べ き
パ ケ ッ ト デ ー タ が 存 在 す る か 否 か を 確 認 し な け れ ば な ら な い 。 こ こ で 、 “ 聴 取 期 間 ” は 、
下 記 で 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 基 地 局 か ら 自 分 に 伝 送 さ れ る パ ケ ッ ト デ ー タ が 存 在 す る こ と を 感 知 す る と 、 加 入 者 端 末
機 は 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド に 状 態 遷 移 し て 基 地 局 か ら パ ケ ッ ト デ ー タ を 受 信 す る 。 し か し な
が ら 、 基 地 局 か ら 加 入 者 端 末 機 に 伝 送 さ れ る パ ケ ッ ト デ ー タ が 存 在 し な い こ と を 感 知 す る
と 、 加 入 者 端 末 機 は 、 ス リ ー プ モ ー ド に 戻 る か 、 又 は ア ウ ェ イ ク モ ー ド を そ の ま ま 保 持 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ス リ ー プ モ ー ド と ア ウ ェ イ ク モ ー ド 動 作 を 支 援 す る た め に 必 要 と さ れ る パ ラ メ ー タ を 説
明 す る と 、 下 記 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ １ ）  ス リ ー プ 期 間 （ SLEEP INTERVAL）
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 加 入 者 端 末 機 が 要 請 し 、 加 入 者 端 末 機 の 要 請 に 応 じ て 基 地 局 が 割
り 当 て る 期 間 で あ っ て 、 加 入 者 端 末 機 が ス リ ー プ モ ー ド へ 状 態 遷 移 す る 時 点 か ら ア ウ ェ イ
ク モ ー ド に 戻 る 時 点 ま で の 期 間 （ time interval） を 示 す 。 結 果 的 に 、 加 入 者 端 末 機 が ス
リ ー プ モ ー ド に 滞 在 す る 時 間 と し て 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 加 入 者 端 末 機 は 、 ス リ ー プ 期 間 の 後 で も 、 ス リ ー プ モ ー ド に 持 続 的 に 存 在 す る こ と が で
き る 。 こ の 場 合 、 予 め 設 定 さ れ て い る 最 小 ウ ィ ン ド ウ （ Ｍ Ｉ Ｎ ― Ｗ Ｉ Ｎ Ｄ Ｏ Ｗ ； minimum 
window） 又 は 最 大 ウ ィ ン ド ウ （ Ｍ Ａ Ｘ － Ｗ Ｉ Ｎ Ｄ Ｏ Ｗ ； maximum window） 値 を 用 い て 、 指
数 関 数 的 に 増 加 す る ア ル ゴ リ ズ ム （ exponentially increasing algorithm） を 遂 行 す る こ
と に よ っ て 、 ス リ ー プ 期 間 を 更 新 （ update） す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 は 、 ス リ ー プ 期 間 の 最 小 値 で あ り 、 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 は 、 ス
リ ー プ 期 間 の 最 大 値 で あ る 。 ま た 、 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 及 び 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 は 、 フ レ ー ム
数 で 示 さ れ 、 基 地 局 が す べ て 割 り 当 て る 。 こ れ ら の 値 は 、 下 記 で 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ ２ ）  聴 取 期 間 （ LISTENING INTERVAL）
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 聴 取 期 間 は 、 加 入 者 端 末 機 が 要 請 し 、 加 入 者 端 末 機 の 要 請 に 応 じ て 基 地 局 が 割 り 当 て る
期 間 で あ っ て 、 加 入 者 端 末 機 が し ば ら く の 間 ス リ ー プ モ ー ド か ら 復 帰 し た 後 、 基 地 局 か ら
の 順 方 向 リ ン ク （ downlink） 信 号 に 同 期 し 、 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 （ Ｔ Ｒ Ｆ ＿ Ｉ Ｎ Ｄ ； traffic 
indication） メ ッ セ ー ジ の よ う な 順 方 向 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る 期 間 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ で 、 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 （ Ｔ Ｒ Ｆ ＿ Ｉ Ｎ Ｄ ） メ ッ セ ー ジ は 、 加 入 者 端 末 機 に 伝 送 さ れ る
ト ラ ヒ ッ ク メ ッ セ ー ジ （ す な わ ち 、 パ ケ ッ ト デ ー タ が 存 在 す る こ と を 示 す メ ッ セ ー ジ ） で
あ っ て 、 下 記 で 詳 細 に 説 明 す る 。 加 入 者 端 末 機 は 、 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ の 値 に 従 っ
て 、 上 記 ア ウ ェ イ ク モ ー ド に 滞 在 す る か 、 又 は 、 さ ら に ス リ ー プ モ ー ド へ 状 態 遷 移 す る か
を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ ３ ）  ス リ ー プ 期 間 更 新 ア ル ゴ リ ズ ム （ SLEEP INTERVAL UPDATE ALGORITHM）
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 加 入 者 端 末 機 は 、 ス リ ー プ モ ー ド へ 状 態 遷 移 す る と 、 予 め 設 定 さ れ て い る 最 小 ウ ィ ン ド
ウ 値 を 最 小 ス リ ー プ モ ー ド 周 期 と し て 見 な し 、 ス リ ー プ 期 間 を 決 定 す る 。 ス リ ー プ 期 間 が
経 過 し た 後 、 聴 取 期 間 の 間 に 、 加 入 者 端 末 機 が ス リ ー プ モ ー ド か ら 復 帰 し て 、 基 地 局 か ら
伝 送 さ れ る パ ケ ッ ト デ ー タ が 存 在 す る か 否 か を 確 認 す る 。 基 地 局 か ら 伝 送 さ れ る パ ケ ッ ト
デ ー タ が 存 在 し な い こ と が 確 認 さ れ る と 、 加 入 者 端 末 機 は 、 ス リ ー プ 期 間 を 以 前 の ス リ ー
プ 期 間  値 よ り ２ 倍 長 い 値 に 設 定 し 、 継 続 し て ス リ ー プ モ ー ド に 滞 在 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 例 え ば 、 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 が ‘ ２ ’ で あ る 場 合 、 加 入 者 端 末 機 は 、 ス リ ー プ 期 間 を ２ フ
レ ー ム に 設 定 し た 後 、 ２ フ レ ー ム の 間 、 ス リ ー プ モ ー ド に 滞 在 す る 。 ２ フ レ ー ム が 経 過 し
た 後 、 加 入 者 端 末 機 は 、 ス リ ー プ モ ー ド か ら 復 帰 し て ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ が 受 信 さ
れ る か 否 か を 判 断 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ が 受 信 さ れ な い と 、 す な わ ち 、 基 地 局 か ら 加 入 者 端 末 機
に 伝 送 さ れ る パ ケ ッ ト デ ー タ が 存 在 し な い と 判 断 さ れ る と 、 加 入 者 端 末 機 は 、 ス リ ー プ 期
間 を ２ フ レ ー ム の ２ 倍 で あ る ４ フ レ ー ム に 設 定 し た 後 に 、 上 記 ４ フ レ ー ム の 間 ス リ ー プ モ
ー ド に 滞 在 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に 、 ス リ ー プ 期 間 は 、 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 か ら 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 ま で 増 加 し 、 ス
リ ー プ 期 間 を 更 新 す る ア ル ゴ リ ズ ム は 、 ス リ ー プ 期 間 更 新 ア ル ゴ リ ズ ム に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 述 し た よ う な ス リ ー プ モ ー ド 動 作 と ア ウ ェ イ ク モ ー ド 動 作 と を 支 援 す る た め に 、 Ｉ Ｅ
Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム で 現 在 定 義 し て い る メ ッ セ ー ジ は 、 下 記 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ １ ）  ス リ ー プ 要 求 （ Ｓ Ｌ Ｐ ＿ Ｒ Ｅ Ｑ ； Sleep Request） メ ッ セ ー ジ
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ は 、 加 入 者 端 末 機 か ら 基 地 局 に 伝 送 さ れ 、 加 入 者 端 末 機 が ス リ
ー プ モ ー ド へ の 状 態 遷 移 を 要 求 す る メ ッ セ ー ジ で あ る 。 ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ は 、 加 入
者 端 末 機 が ス リ ー プ モ ー ド で 動 作 す る た め に 要 求 さ れ る パ ラ メ ー タ 、 す な わ ち 、 情 報 エ レ
メ ン ト （ Information Element； Ｉ Ｅ ） を 含 み 、 ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ フ ォ ー マ ッ ト （ f
ormat） は 、 下 記 表 １ の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ は 、 加 入 者 端 末 機 の 連 結 識 別 子 （ connection ID； Ｃ Ｉ Ｄ ） に
基 づ い て 伝 送 さ れ る 専 用 メ ッ セ ー ジ （ dedicated message） で あ り 、 表 １ に 示 す ス リ ー プ
要 求 メ ッ セ ー ジ の 各 情 報 エ レ メ ン ト に つ い て 説 明 す る と 、 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま ず 、 管 理 メ ッ セ ー ジ タ イ プ （ MANAGEMENT MESSAGE TYPE） は 、 現 在 伝 送 さ れ る メ ッ セ
ー ジ の タ イ プ を 示 す 情 報 で あ っ て 、 管 理 メ ッ セ ー ジ タ イ プ が ４ ５ で あ る 場 合 （ MANAGEMENT
 MESSAGE TYPE=４ ５ ） 、 ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
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　 最 小 ウ ィ ン ド ウ （ Ｍ Ｉ Ｎ － Ｗ Ｉ Ｎ Ｄ Ｏ Ｗ ） 値 は 、 ス リ ー プ 期 間 の た め に 要 求 さ れ た 開 始
値 （ start value requested for the SLEEP INTERVAL（ measured in frames） ） を 示 し 、
最 大 ウ ィ ン ド ウ （ Ｍ Ａ Ｘ － Ｗ Ｉ Ｎ Ｄ Ｏ Ｗ ） 値 は 、 ス リ ー プ 期 間 の た め に 要 求 さ れ た 終 了 値
（ stop value requested for the SLEEP INTERVAL（ measured in frames） ） を 示 す 。 す
な わ ち 、 ス リ ー プ 期 間 更 新 ア ル ゴ リ ズ ム （ SLEEP INTERVAL UPDATE ALGORITHM） に つ い て
説 明 す る よ う に 、 ス リ ー プ 期 間 は 、 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 か ら 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 の 内 で 更 新 さ
れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 聴 取 期 間 は 、 要 求 さ れ た 聴 取 期 間 （ requested LISTENING INTERVAL（ measured i
n frames） ） を 示 す 。 ま た 、 聴 取 期 間 は 、 フ レ ー ム 値 で 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 （ ２ ）  ス リ ー プ 応 答 （ Ｓ Ｌ Ｐ ＿ Ｒ Ｓ Ｐ ； Sleep-Response） メ ッ セ ー ジ
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ は 、 ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ に 対 す る 応 答 メ ッ セ ー ジ で あ っ て
、 加 入 者 端 末 機 が 要 求 し た ス リ ー プ モ ー ド へ の 状 態 遷 移 を 承 諾 す る か 否 か を 示 す か 、 ま た
は 、 非 要 求 指 示 （ unsolicited instruction） を 示 す 。 す な わ ち 、 ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー
ジ は 、 ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ に 対 す る 応 答 メ ッ セ ー ジ で あ る だ け で は な く 、 ス リ ー プ 要
求 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し な く て も 伝 送 可 能 な 非 要 求 （ Unsolicited） メ ッ セ ー ジ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ こ で 、 上 記 非 要 求 指 示 を 示 す メ ッ セ ー ジ と し て 使 用 さ れ る ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ に
つ い て 、 下 記 で 詳 細 に 説 明 す る の で 、 こ こ で は 、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。 ス リ ー プ 応
答 メ ッ セ ー ジ は 、 加 入 者 端 末 機 が ス リ ー プ モ ー ド で 動 作 す る た め に 必 要 と す る 情 報 エ レ メ
ン ト を 示 す 。 ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ フ ォ ー マ ッ ト は 、 下 記 表 ２ の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ も 加 入 者 端 末 機 の 連 結 識 別 子 を 基 準 に し て 伝 送 さ れ る 専 用 メ ッ
セ ー ジ で あ り 、 表 ２ に 示 す ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ の 各 情 報 エ レ メ ン ト に つ い て 説 明 す る
と 、 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 上 記 管 理 メ ッ セ ー ジ タ イ プ は 、 現 在 伝 送 さ れ る メ ッ セ ー ジ の タ イ プ を 示 す 情 報 で あ っ て
、 上 記 管 理 メ ッ セ ー ジ タ イ プ が ４ ６ で あ る 場 合 （ MANAGEMENT MESSAGE TYPE =４ ６ ） 、 上
記 ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ス リ ー プ 承 諾 （ SLEEP-APPROVED） 値 は 、 １ ビ ッ ト で 表 現 さ れ 、 上 記 ス リ ー プ 承 諾 値 が ‘
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０ ’ で あ る 場 合 、 ス リ ー プ モ ー ド へ の 遷 移 要 求 が 拒 否 さ れ る こ と （ SLEEP-MODE REQUEST D
ENIED） を 示 し 、 上 記 ス リ ー プ 承 諾 値 が ‘ １ ’ で あ る 場 合 、 ス リ ー プ モ ー ド へ の 遷 移 要 求
が 承 諾 さ れ る こ と （ SLEEP-MODE REQUEST APPROVED） を 示 す 。 ま た 、 上 記 ス リ ー プ 承 諾 値
が ‘ ０ ’ で あ る 場 合 、 ７ ビ ッ ト の 予 約 （ RESERVED） 領 域 が 存 在 し 、 上 記 ス リ ー プ 承 諾 値 が
‘ １ ’ で あ る 場 合 、 ７ ビ ッ ト の タ イ ム （ START TIME） 領 域 、 ６ ビ ッ ト の 最 小 ウ ィ ン ド ウ 領
域 、 １ ０ ビ ッ ト の 最 大 ウ ィ ン ド ウ 領 域 、 ８ ビ ッ ト の 聴 取 期 間 領 域 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ こ で 、 上 記 開 始 タ イ ム 値 は 、 加 入 者 端 末 機 が 第 １ の ス リ ー プ 期 間 （ the first SLEEP 
INTERVAL） に 入 る ま で 要 求 さ れ る フ レ ー ム 数 を 示 し 、 上 記 ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ を 受 信
し た フ レ ー ム は 含 ま れ な い 。 す な わ ち 、 加 入 者 端 末 機 は 、 上 記 ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ を
受 信 し た フ レ ー ム の 次 の フ レ ー ム か ら 上 記 開 始 タ イ ム 値 に 該 当 す る フ レ ー ム が 経 過 し た 後
、 ス リ ー プ モ ー ド へ 状 態 遷 移 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 は 、 ス リ ー プ 期 間 の た め の 開 始 値 （ start value for the SLEE
P INTERVAL（ measured in frames） ） を 示 し 、 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 は 、 ス リ ー プ 期 間 の た め
の 終 了 値 （ stop value for the SLEEP INTERVAL（ measured in frames） ） を 示 す 。 聴 取
期 間 は 、 聴 取 期 間 の た め の 値 （ value for LISTENING INTERVAL（ measured in frames） ）
を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ ３ ）  ト ラ ヒ ッ ク 指 示 （ Ｔ Ｒ Ｆ ＿ Ｉ Ｎ Ｄ ； Traffic Indication） メ ッ セ ー ジ
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ は 、 基 地 局 が 聴 取 期 間  の 間 に 加 入 者 端 末 機 に 伝 送 さ れ
る メ ッ セ ー ジ で あ っ て 、 基 地 局 が 加 入 者 端 末 機 に 伝 送 す る パ ケ ッ ト デ ー タ の 存 在 を 示 す の
に 使 用 さ れ る 。 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ の フ ォ ー マ ッ ト は 、 下 記 表 ３ の 通 り で あ る
。
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ は 、 上 記 ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ と ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ
ー ジ と は 異 な り 、 ブ ロ ー ド キ ャ ス テ ィ ン グ （ broadcasting） 方 式 に て 伝 送 さ れ る ブ ロ ー ド
キ ャ ス テ ィ ン グ メ ッ セ ー ジ で あ る 。 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ は 、 基 地 局 か ら 所 定 の
加 入 者 端 末 機 に 伝 送 さ れ る パ ケ ッ ト デ ー タ が 存 在 す る か 否 か を 示 す メ ッ セ ー ジ で あ っ て 、
加 入 者 端 末 機 は 、 上 記 ブ ロ ー ド キ ャ ス テ ィ ン グ さ れ る ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 聴 取 期
間 の 間 に デ コ ー デ ィ ン グ し て ア ウ ェ イ ク モ ー ド へ 状 態 遷 移 す る か 、 ま た は 、 上 記 ス リ ー プ
モ ー ド を 持 続 的 に 保 持 す る か を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 加 入 者 端 末 機 が ア ウ ェ イ ク モ ー ド へ 遷 移 す る 場 合 、 加 入 者 端 末 機 は 、 フ レ ー ム 同 期 （ fr
ame sync） を 確 認 し 、 加 入 者 端 末 機 が 予 想 し た フ レ ー ム シ ー ケ ン ス 番 号 （ frame sequence
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 number） と フ レ ー ム 同 期 が 一 致 し な い と 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド で 損 失 さ れ た パ ケ ッ ト デ ー
タ （ lost packet data） の 再 伝 送 を 要 求 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 加 入 者 端 末 機
が 聴 取 期 間  の 間 に 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 受 信 で き な い か 、 ま た は 、 上 記 ト ラ
ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た と し て も 、 ポ ジ テ ィ ブ 指 示 （ POSITIVE INDICATION） が
含 ま れ て い な い と 、 加 入 者 端 末 機 は 、 ス リ ー プ モ ー ド に 戻 る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 す る と 、 表 ３ に 示 す ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ の 各 情 報 エ レ メ ン ト に つ い て 説 明 す る と
、 次 の 通 り で あ る 。 ま ず 、 上 記 管 理 メ ッ セ ー ジ タ イ プ （ MANAGEMENT MESSAGE TYPE） は 、
現 在 伝 送 さ れ る メ ッ セ ー ジ の タ イ プ を 示 す 情 報 で あ っ て 、 上 記 管 理 メ ッ セ ー ジ タ イ プ が ４
７ で あ る 場 合 （ MANAGEMENT MESSAGE TYPE = ４ ７ ） 、 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 示
す 。 ポ ジ テ ィ ブ 指 示 リ ス ト （ POSITIVE_INDICATION_LIST） は 、 ポ ジ テ ィ ブ 加 入 者 の 個 数 （
NUM-POSITIVE） と 、 上 記 ポ ジ テ ィ ブ 加 入 者 の そ れ ぞ れ の 連 結 識 別 子 と 、 を 含 む 。 す な わ ち
、 上 記 ポ ジ テ ィ ブ 指 示 リ ス ト は 、 パ ケ ッ ト デ ー タ が 伝 送 さ れ る 加 入 者 端 末 機 の 個 数 及 び そ
の 連 結 識 別 子 （ connection identifier） を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ３ は 、 従 来 の Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム で 提 案 し て い る 加 入 者 端 末 機 の 要
求 に 応 じ て 、 加 入 者 端 末 機 が ス リ ー プ モ ー ド へ 遷 移 す る 手 順 を 示 す 信 号 フ ロ ー 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 加 入 者 端 末 機 ３ ０ ０ は 、 ス テ ッ プ ３ １ １ で 、 ス リ ー プ モ ー ド に 遷 移
し よ う と す る 場 合 、 基 地 局 ３ ５ ０ に ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ を 伝 送 す る 。 こ こ で 、 上 記 ス
リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ は 、 表 １ で 説 明 し た よ う な 情 報 エ レ メ ン ト を 含 む 。 加 入 者 端 末 機 ３
０ ０ か ら 上 記 ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た 基 地 局 ３ ５ ０ は 、 加 入 者 端 末 機 ３ ０ ０ 及
び 基 地 局 ３ ５ ０ の 状 況 を 考 慮 し て 、 加 入 者 端 末 機 ３ ０ ０ が ス リ ー プ モ ー ド へ 状 態 遷 移 す る
こ と を 承 諾 す る か 否 か を 判 断 し 、 そ の 判 断 結 果 に 従 っ て 、 ス テ ッ プ ３ １ ３ で 、 加 入 者 端 末
機 ３ ０ ０ に ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ を 伝 送 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ こ で 、 基 地 局 ３ ５ ０ は 、 加 入 者 端 末 機 ３ ０ ０ に 伝 送 さ れ る パ ケ ッ ト デ ー タ が 存 在 す る
か 否 か を 考 慮 し て 、 加 入 者 端 末 機 ３ ０ ０ が ス リ ー プ モ ー ド へ 状 態 遷 移 す る こ と を 承 諾 す る
か 否 か を 決 定 す る 。 表 ２ で 説 明 し た よ う に 、 基 地 局 ３ ５ ０ が 上 記 ス リ ー プ モ ー ド へ の 状 態
遷 移 を 承 諾 す る 場 合 、 ス リ ー プ 承 諾 値 を ‘ １ ’ に 設 定 し 、 こ れ と 反 対 に 、 基 地 局 ３ ５ ０ が
上 記 ス リ ー プ モ ー ド へ の 状 態 遷 移 を 拒 否 す る 場 合 、 ス リ ー プ 承 諾 値 を ‘ ０ ’ に 設 定 す る 。
上 記 ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ る 情 報 エ レ メ ン ト は 、 表 ２ で 説 明 し た 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 基 地 局 ３ ５ ０ か ら ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た 加 入 者 端 末 機 ３ ０ ０ は 、 上 記 ス リ
ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ た ス リ ー プ 承 諾 値 を 分 析 し 、 ス リ ー プ モ ー ド へ の 状 態 遷 移 が
承 諾 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ ３ １ ５ で 、 ス リ ー プ モ ー ド へ 状 態 遷 移 す る 。 し か し な が ら 、 上
記 ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ た ス リ ー プ 承 諾 値 が ス リ ー プ モ ー ド へ の 状 態 遷 移 の 拒
否 を 示 す 場 合 、 加 入 者 端 末 機 ３ ０ ０ は 、 現 在 の モ ー ド 、 す な わ ち 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド を 保
持 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 加 入 者 端 末 機 ３ ０ ０ は 、 上 記 ス リ ー プ モ ー ド へ 状 態 遷 移 す る に つ れ て 、 上 記 ス リ
ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ か ら 該 当 す る 情 報 エ レ メ ン ト を 読 み 出 し て ス リ ー プ モ ー ド 動 作 を 遂 行
す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ４ は 、 従 来 の Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム で 提 案 し て い る 基 地 局 の 制 御 下 に
、 加 入 者 端 末 機 が ス リ ー プ モ ー ド へ 遷 移 す る 手 順 を 示 す 信 号 フ ロ ー 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 し か し な が ら 、 図 ４ を 説 明 す る 前 に 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム で は 、 上 記
ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ を 、 非 要 求 指 示 を 示 す メ ッ セ ー ジ と し て 使 用 す る 方 案 に つ い て も
提 案 し て い る 。 こ こ で 、 “ 非 要 求 指 示 ” と は 、 加 入 者 端 末 機 か ら 別 途 の 要 求 が な い と し て
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も 、 基 地 局 の 指 示 、 す な わ ち 、 制 御 の 下 に 、 加 入 者 端 末 機 が 動 作 す る こ と を 意 味 し 、 図 ４
で は 、 加 入 者 端 末 機 が 上 記 非 要 求 指 示 に 従 っ て ス リ ー プ モ ー ド へ 状 態 遷 移 す る 場 合 を 示 す
。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ４ を 参 照 す る と 、 ス テ ッ プ ４ １ １ で 、 基 地 局 ４ ５ ０ は 、 加 入 者 端 末 機 ４ ０ ０ に ス リ ー
プ 応 答 メ ッ セ ー ジ を 伝 送 す る 。 こ こ で 、 上 記 ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ は 、 表 ２ で 説 明 し た
よ う な 情 報 エ レ メ ン ト を 含 む 。 基 地 局 ４ ５ ０ か ら ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た 加 入
者 端 末 機 ４ ０ ０ は 、 上 記 受 信 さ れ た ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ た ス リ ー プ 承 諾 （ SL
EEP-APPROVED） 値 を 分 析 し 、 ス リ ー プ 承 諾 値 が ス リ ー プ モ ー ド へ の 状 態 遷 移 の 承 諾 を 示 す
場 合 、 ス テ ッ プ ４ １ ３ で 、 ス リ ー プ モ ー ド へ 状 態 遷 移 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ４ に お い て 、 上 記 ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ が 非 要 求 指 示 メ ッ セ ー ジ と し て 使 用 さ れ る
の で 、 上 記 ス リ ー プ 承 諾 値 は 、 ‘ １ ’ の み で 表 現 さ れ る 。 ま た 、 加 入 者 端 末 機 ４ ０ ０ は 、
上 記 ス リ ー プ モ ー ド へ 状 態 遷 移 す る に つ れ て 、 上 記 ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ か ら 該 当 す る
情 報 エ レ メ ン ト を 読 み 出 し 、 該 当 す る ス リ ー プ モ ー ド 動 作 を 遂 行 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ５ は 、 従 来 の Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム で 提 案 し て い る 基 地 局 の 制 御 下 に
、 加 入 者 端 末 機 が ア ウ ェ イ ク モ ー ド へ 遷 移 す る 手 順 を 示 す 信 号 フ ロ ー 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ５ を 参 照 す る と 、 基 地 局 ５ ５ ０ は 、 加 入 者 端 末 機 ５ ０ ０ へ 伝 送 さ れ る ト ラ ヒ ッ ク 、 す
な わ ち 、 パ ケ ッ ト デ ー タ が 発 生 す る と 、 ス テ ッ プ ５ １ １ で 、 加 入 者 端 末 機 ５ ０ ０ へ ト ラ ヒ
ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 伝 送 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ こ で 、 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ は 、 表 ３ で 説 明 し た よ う な 情 報 エ レ メ ン ト を 含
む 。 基 地 局 ５ ５ ０ か ら ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た 加 入 者 端 末 機 ５ ０ ０ は 、 上 記
ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ に 上 記 ポ ジ テ ィ ブ 指 示 （ POSITIVE INDICATION） が 存 在 す る か
否 か を 検 査 す る 。 上 記 ポ ジ テ ィ ブ 指 示 が 存 在 す る 場 合 、 加 入 者 端 末 機 ５ ０ ０ は 、 上 記 ト ラ
ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ て い る 連 結 識 別 子 を 読 み 出 し 、 上 記 読 み 出 さ れ た 連 結 識 別
子 が 加 入 者 端 末 機 ５ ０ ０ 自 身 の 連 結 識 別 子 と 一 致 す る か 否 か を 検 査 す る 。 上 記 検 査 の 結 果
、 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ た 連 結 識 別 子 が 加 入 者 端 末 機 ５ ０ ０ 自 身 の 連 結
識 別 子 と 一 致 す る 場 合 、 ス テ ッ プ ５ １ ３ で 、 加 入 者 端 末 機 ５ ０ ０ は 、 現 在 の モ ー ド 、 す な
わ ち 、 ス リ ー プ モ ー ド か ら ア ウ ェ イ ク モ ー ド へ 状 態 遷 移 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 上 記 で は 、 現 在 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム で 提 案 し て い る ス リ ー プ モ ー ド 動
作 に つ い て 説 明 し た 。 次 に 、 上 述 し た ス リ ー プ モ ー ド 動 作 の 問 題 点 を 説 明 す る と 、 次 の 通
り で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 （ １ ）  ネ ッ ト ワ ー ク （ network） で 伝 送 さ れ た パ ケ ッ ト デ ー タ は 、 ジ ッ タ リ ン グ （ jitt
ering） 及 び ノ ー ド バ ッ フ ァ リ ン グ （ node buffering） に よ り 伝 送 遅 延 さ れ る こ と が で き
、 ま た 、 ネ ッ ト ワ ー ク ロ ー ド （ network load） の 均 衡 （ balancing） 及 び シ ス テ ム 容 量 （ s
ystem capacity） の 増 加 の た め に 、 上 記 基 地 局 が 加 入 者 端 末 機 を ス リ ー プ モ ー ド へ 状 態 遷
移 す る よ う に 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 現 在 の Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム は 、 上 述 し た よ う に 、 基 地 局 が 非 要 求 指 示
メ ッ セ ー ジ （ 例 え ば 、 ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ ） を 使 用 し て 、 加 入 者 端 末 機 を ス リ ー プ モ
ー ド へ 状 態 遷 移 す る こ と が で き る よ う に す る 方 法 を 提 案 す る 。 し か し な が ら 、 上 記 非 要 求
指 示 メ ッ セ ー ジ に 基 づ く 加 入 者 端 末 機 の ス リ ー プ モ ー ド へ の 状 態 遷 移 は 、 基 地 局 の 一 方 的
な 動 作 で あ る の で 、 加 入 者 端 末 機 に 対 す る 応 答 メ ッ セ ー ジ を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 （ ２ ）  加 入 者 端 末 機 が ス リ ー プ モ ー ド か ら ア ウ ェ イ ク モ ー ド へ 状 態 遷 移 を 行 う 間 に エ
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ラ ー が 発 生 す る と 、 基 地 局 側 の バ ッ フ ァ リ ン グ 問 題 に よ っ て 致 命 的 な パ ケ ッ ト デ ー タ の 損
失 を も た ら す こ と が あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 現 在 の Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム は 、 上 述 し た よ う に 、 基 地 局 が ト ラ ヒ ッ ク
指 示 メ ッ セ ー ジ を 加 入 者 端 末 機 へ 伝 送 し て 、 上 記 加 入 者 端 末 機 が ス リ ー プ モ ー ド か ら ア ウ
ェ イ ク モ ー ド へ 状 態 遷 移 す る よ う に 制 御 動 作 を 遂 行 す る 。 し か し な が ら 、 上 記 加 入 者 端 末
機 の ス リ ー プ モ ー ド か ら ア ウ ェ イ ク モ ー ド へ の 状 態 遷 移 も 基 地 局 の 一 方 的 な 動 作 で あ る の
で 、 加 入 者 端 末 機 に 対 す る 応 答 メ ッ セ ー ジ を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ こ で 、 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ に 対 す る 応 答 メ ッ セ ー ジ が 必 要 な 理 由 を さ ら に
具 体 的 に 説 明 す る と 、 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま ず 、 基 地 局 が 伝 送 す る パ ケ ッ ト デ ー タ が 発 生 す る に 従 っ て 、 基 地 局 は 、 加 入 者 端 末 機
へ ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 伝 送 し 、 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 伝 送 す る に 従 っ
て 、 上 記 基 地 局 は 、 上 記 加 入 者 端 末 機 が ス リ ー プ モ ー ド か ら ア ウ ェ イ ク モ ー ド へ 状 態 遷 移
を 遂 行 し た も の と 判 断 す る 。 し か し な が ら 、 加 入 者 端 末 機 が 伝 送 エ ラ ー に よ り 上 記 ト ラ ヒ
ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る こ と が で き な か っ た 場 合 に 、 上 記 加 入 者 端 末 機 は 、 上 記 ス
リ ー プ モ ー ド に 滞 在 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ の と き 、 上 記 加 入 者 端 末 機 が ア ウ ェ イ ク モ ー ド に 状 態 遷 移 し た も の と 判 断 す る の で 、
上 記 基 地 局 は 、 上 記 加 入 者 端 末 機 に パ ケ ッ ト デ ー タ を 伝 送 し た と し て も 、 上 述 し た よ う に
、 上 記 加 入 者 端 末 機 は 、 継 続 し て ス リ ー プ モ ー ド に 滞 在 す る 。 従 っ て 、 上 記 加 入 者 端 末 機
は 、 上 記 基 地 局 が 伝 送 し た パ ケ ッ ト デ ー タ を 受 信 す る こ と が で き な い 。 結 果 的 に 、 上 記 基
地 局 が 伝 送 し た パ ケ ッ ト デ ー タ は 損 失 さ れ る 。 従 っ て 、 上 記 基 地 局 が 伝 送 し た ト ラ ヒ ッ ク
指 示 メ ッ セ ー ジ に 対 す る 応 答 メ ッ セ ー ジ を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
（ ３ ）  上 記 加 入 者 端 末 機 が ス リ ー プ モ ー ド か ら ア ウ ェ イ ク モ ー ド へ 状 態 遷 移 し た 後 に 、
上 記 加 入 者 端 末 機 が 受 信 さ れ た パ ケ ッ ト デ ー タ の シ ー ケ ン ス 番 号 を 損 失 す る か 、 あ る い は
、 上 記 受 信 さ れ た パ ケ ッ ト デ ー タ を 損 失 す る 場 合 に 、 基 地 局 は 、 上 記 損 失 さ れ た パ ケ ッ ト
デ ー タ を 上 記 加 入 者 端 末 機 へ 再 伝 送 し な け れ ば な ら な い 。 こ の と き 、 上 記 パ ケ ッ ト デ ー タ
が 損 失 さ れ る か 否 か を 判 断 す る た め に は 、 デ ー タ リ ン ク レ イ ヤ ー で の シ ー ケ ン ス 再 配 列 （
Sequence reordering） を 遂 行 し て 、 上 記 損 失 さ れ た パ ケ ッ ト デ ー タ の 再 伝 送 を 要 求 す る
必 要 が あ り 、 上 記 パ ケ ッ ト デ ー タ の 再 伝 送 に よ る 相 対 的 な 遅 延 が 発 生 し 、 そ れ に 従 っ て 、
上 記 パ ケ ッ ト デ ー タ の 伝 送 性 能 の 劣 化 を 引 き 起 こ す 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 一 方 、 上 述 し た よ う に 、 上 記 ス リ ー プ モ ー ド に あ る 加 入 者 端 末 機 は 、 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値
か ら 始 ま る ス リ ー プ 期 間 を 設 定 し 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 を 経 過 し た 後 に 、 聴 取 期 間 の 間 に 、
基 地 局 か ら 伝 送 さ れ た ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ に 基 づ い て 、 上 記 加 入 者 端 末 機 自 身 に 伝
送 さ れ た パ ケ ッ ト デ ー タ が あ る か 否 か を 確 認 す る 。 上 記 加 入 者 端 末 機 の 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指
示 メ ッ セ ー ジ を 確 認 し た 結 果 と し て 、 上 記 加 入 者 端 末 機 自 身 に 伝 送 さ れ た パ ケ ッ ト デ ー タ
が 存 在 し な い こ と が 確 認 さ れ る と 、 上 記 加 入 者 端 末 機 は 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 を 以 前 の ス リ
ー プ 期 間 よ り も ２ 倍 長 い 値 に 設 定 し 、 継 続 し て ス リ ー プ モ ー ド に 滞 在 す る 。 上 記 の よ う な
手 順 が 反 復 さ れ つ つ 、 継 続 し て 伝 送 さ れ る パ ケ ッ ト デ ー タ が 存 在 し な い 場 合 に 、 上 記 ス リ
ー プ 期 間 は 、 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の よ う に 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 が 上 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 す る 場 合 に 、 上 記 加 入 者
端 末 機 が 遂 行 し な け れ ば な ら な い 動 作 に 対 し て は 、 こ れ ま で は 、 定 義 さ れ て い な い 。 従 っ
て 、 上 記 加 入 者 端 末 機 の ス リ ー プ 期 間 値 が 上 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 す る 場 合 に 、 パ ケ
ッ ト 伝 送 環 境 を 考 慮 し た 上 記 加 入 者 端 末 機 又 は 基 地 局 の 効 率 的 な 対 応 方 案 を 必 要 と す る 。
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 上 記 背 景 に 鑑 み て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム に お け る ス リ ー プ 期
間 を 設 定 す る 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 ス リ ー プ 期 間 が 最 大 ウ ィ
ン ド ウ 値 に 到 達 す る 場 合 に 、 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 を 保 持 す る た め の ス リ ー プ 期 間 設 定 方 法 を
提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 本 発 明 の ま た 他 の 目 的 は 、 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 ス リ ー プ 期 間 が 最 大
ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 す る 場 合 に 、 以 前 に 割 り 当 て ら れ た 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 を 割 り 当 て て 適
用 す る ス リ ー プ 期 間 設 定 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 他 の 目 的 は 、 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 ス リ ー プ 期 間 が
最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 す る 場 合 に 、 新 た な ウ ィ ン ド ウ 値 を 基 地 局 に 要 請 し て 受 信 す る ス
リ ー プ 期 間 設 定 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 こ の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の １ つ の 特 徴 に よ る と 、 加 入 者 端 末 機 が 基 地
局 へ 送 信 す る か 、 又 は 上 記 基 地 局 か ら 受 信 す る デ ー タ が 存 在 し な い ス リ ー プ モ ー ド と 、 上
記 加 入 者 端 末 機 が 上 記 基 地 局 へ 送 信 す る か 、 又 は 上 記 基 地 局 か ら 受 信 す る デ ー タ が 存 在 す
る ア ウ ェ イ ク モ ー ド と を 有 す る 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 上 記 加 入 者 端 末 機
が 上 記 ス リ ー プ モ ー ド の 開 始 時 点 と 上 記 ア ウ ェ イ ク モ ー ド の 開 始 時 点 と の 間 の ス リ ー プ 期
間 が 与 え ら れ た 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 し た 後 に 、 上 記 加 入 者 端 末 機 が 次 の ス リ ー プ モ ー
ド を 設 定 す る 方 法 は 、 上 記 ア ウ ェ イ ク モ ー ド の 開 始 時 点 の 後 に 、 上 記 基 地 局 か ら 伝 送 さ れ
る デ ー タ が な い こ と を 示 す ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 ス リ ー プ 要
求 メ ッ セ ー ジ を 上 記 基 地 局 へ 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、 上 記 基 地 局 か ら 上 記 ス リ ー プ 要 求 メ ッ
セ ー ジ に 対 す る 応 答 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 上 記 次 の ス リ ー プ モ ー ド で 動 作 す
る ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 本 発 明 の 他 の １ つ の 特 徴 に よ る と 、 加 入 者 端 末 機 が 基 地 局 へ 送 信 す る か 、 又 は 上 記 基 地
局 か ら 受 信 す る デ ー タ が 存 在 し な い ス リ ー プ モ ー ド と 、 上 記 加 入 者 端 末 機 が 上 記 基 地 局 へ
送 信 す る か 、 又 は 上 記 基 地 局 か ら 受 信 す る デ ー タ が 存 在 す る ア ウ ェ イ ク モ ー ド と を 有 す る
広 帯 域 無 線 接 続 シ ス テ ム に お い て 、 上 記 加 入 者 端 末 機 が 上 記 ス リ ー プ モ ー ド の 開 始 時 点 と
上 記 ア ウ ェ イ ク モ ー ド の 開 始 時 点 と の 間 の ス リ ー プ 期 間 が 与 え ら れ た 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に
到 達 し た 後 に 、 上 記 加 入 者 端 末 機 が 次 の ス リ ー プ モ ー ド を 設 定 す る 方 法 は 、 上 記 ア ウ ェ イ
ク モ ー ド の 開 始 時 点 の 後 に 、 上 記 基 地 局 か ら 伝 送 さ れ る デ ー タ が な い こ と を 示 す ト ラ ヒ ッ
ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 上 記 次 の ス リ ー プ モ ー ド に 対 す る ス リ ー プ 期 間
を 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 設 定 し た 後 に 、 上 記 次 の ス リ ー プ モ ー ド で 動 作 す る ス テ ッ プ と を 含
む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 本 発 明 の ま た 他 の 特 徴 に よ る と 、 加 入 者 端 末 機 が 基 地 局 へ 送 信 す る か 、 又 は 上 記 基 地 局
か ら 受 信 す る デ ー タ が 存 在 し な い ス リ ー プ モ ー ド と 、 上 記 加 入 者 端 末 機 が 上 記 基 地 局 へ 送
信 す る か 、 又 は 上 記 基 地 局 か ら 受 信 す る デ ー タ が 存 在 す る ア ウ ェ イ ク モ ー ド と を 有 す る 広
帯 域 無 線 接 続 シ ス テ ム に お い て 、 上 記 加 入 者 端 末 機 が 上 記 ス リ ー プ モ ー ド の 開 始 時 点 と 上
記 ア ウ ェ イ ク モ ー ド の 開 始 時 点 と の 間 の ス リ ー プ 期 間 が 与 え ら れ た 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到
達 し た 後 に 、 上 記 加 入 者 端 末 機 が 次 の ス リ ー プ モ ー ド を 設 定 す る 方 法 は 、 上 記 ア ウ ェ イ ク
モ ー ド の 開 始 時 点 の 後 に 、 上 記 基 地 局 か ら 伝 送 さ れ る デ ー タ が な い こ と を 示 す ト ラ ヒ ッ ク
指 示 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 上 記 次 の ス リ ー プ モ ー ド に 対 す る ス リ ー プ 期 間 を
与 え ら れ た 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 に 設 定 し た 後 に 、 上 記 次 の ス リ ー プ モ ー ド で 動 作 す る ス テ ッ
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プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 本 発 明 は 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ ／ Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 を 使 用 す る 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム 、 す な わ
ち 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム に お け る ス リ ー プ モ ー ド 及 び ア ウ ェ イ ク モ ー ド
で 、 ス リ ー プ 期 間 を 幾 つ か の 方 法 に て 設 定 す る こ と に よ っ て 、 ス リ ー プ モ ー ド か ら 不 要 に
復 帰 す る こ と を 防 止 し 、 そ の 結 果 、 効 率 的 な 電 力 管 理 を 図 る こ と が で き る 、 と い う 長 所 が
あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る 好 適 な 一 実 施 形 態 に つ い て 添 付 し た 図 面 を 参 照 し つ つ 詳 細 に 説 明 す
る 。 下 記 の 説 明 に お い て 、 本 発 明 の 要 旨 の み を 明 瞭 に す る 目 的 で 、 関 連 し た 公 知 の 機 能 又
は 構 成 に 関 す る 具 体 的 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ ／ Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 を 使 用 す る 広 帯 域 無 線 接 続
通 信 シ ス テ ム の 構 造 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 し か し な が ら 、 図 ６ を 説 明 す る 前 に 、 従 来 技 術 で 説 明 し た よ う に 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ （ Institut
e of Electrical and Electronics Engineers） ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム は 、 Ｉ Ｅ Ｅ
Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ａ 通 信 シ ス テ ム に 加 入 者 端 末 機 （ Subscriber Station； Ｓ Ｓ ） の 移 動 性 （
mobility） を 考 慮 す る 通 信 シ ス テ ム で あ っ て 、 現 在 の と こ ろ 具 体 的 に 提 案 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 一 方 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ａ 通 信 シ ス テ ム の 特 性 に 加 え て 、 加 入 者 端 末 機 の 移 動 性 を
考 慮 す る た め に 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム は 、 多 重 セ ル （ multi cell） 構 造
と 、 こ の 多 重 セ ル 間 の 加 入 者 端 末 機 の ハ ン ド オ フ を 考 慮 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 本 発
明 は 、 図 ６ に 示 す よ う な Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム の 構 造 を 提 案 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 そ し て 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム は 、 直 交 周 波 数 分 割 多 重 （ Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ ） 方
式 及 び 直 交 周 波 数 分 割 多 重 接 続 （ Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ ） 方 式 を 使 用 す る 広 帯 域 無 線 接 続 （ Broadban
d Wireless Access； Ｂ Ｗ Ａ ） 通 信 シ ス テ ム で あ り 、 説 明 の 便 宜 上 、 図 ６ で は 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ
／ Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 を 使 用 す る 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム が Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信
シ ス テ ム の 一 例 と し て 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 図 ６ を 参 照 す る と 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム は 、 マ ル チ セ ル 構 造 （ セ ル ６
０ ０ と セ ル ６ ５ ０ ） を 有 し 、 セ ル ６ ０ ０ を 制 御 す る 基 地 局 （ Base Station； Ｂ Ｓ ） ６ １ ０
と 、 セ ル ６ ５ ０ を 制 御 す る 基 地 局 ６ ４ ０ と 、 複 数 の 加 入 者 端 末 機 ６ １ １ 、 ６ １ ３ 、 ６ ３ ０
、 ６ ５ １ 、 ６ ５ ３ と 、 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 基 地 局 ６ １ ０ 、 ６ ４ ０ と 加 入 者 端 末 機 ６ １ １ 、 ６ １ ３ 、 ６ ３ ０ 、 ６ ５ １ 、 ６ ５ ３ と の 間
の 信 号 送 受 信 は 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ ／ Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 を 使 用 し て 遂 行 さ れ る 。 し か し な が ら 、 加 入
者 端 末 機 ６ １ １ 、 ６ １ ３ 、 ６ ３ ０ 、 ６ ５ １ 、 ６ ５ ３ の う ち の 加 入 者 端 末 機 ６ ３ ０ は 、 セ ル
６ ０ ０ と セ ル ６ ５ ０ と の 境 界 地 域 、 す な わ ち 、 ハ ン ド オ フ 領 域 に 位 置 す る 。 従 っ て 、 Ｉ Ｅ
Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム は 、 加 入 者 端 末 機 ６ ３ ０ に 対 す る 移 動 性 を 支 援 す る た め
に は 、 加 入 者 端 末 機 ６ ３ ０ に 対 す る ハ ン ド オ フ を 支 援 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 図 ６ で 説 明 し た よ う に 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム は 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １
６ ａ 通 信 シ ス テ ム の 特 性 に 加 え て 、 加 入 者 端 末 機 の 移 動 性 を 考 慮 し な け れ ば な ら な い の で
、 結 果 的 に 、 加 入 者 端 末 機 の 電 力 消 費 は 、 シ ス テ ム 全 体 の 重 要 な 要 因 と し て 作 用 す る 。 従
っ て 、 加 入 者 端 末 機 の 電 力 消 費 を 最 小 化 さ せ る た め に 、 加 入 者 端 末 機 と 基 地 局 と の 間 の ス
リ ー プ モ ー ド (SLEEP MODE)動 作 及 び 上 記 ス リ ー プ モ ー ド 動 作 に 対 応 す る ア ウ ェ イ ク モ ー ド
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(AWAKE MODE)動 作 が 提 案 さ れ た 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 し か し な が ら 、 現 在 の Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム で 提 案 し て い る 上 記 ス リ ー
プ モ ー ド 動 作 及 び ア ウ ェ イ ク モ ー ド 動 作 に お い て 、 ス リ ー プ 期 間 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到
達 し た 後 の 動 作 に 対 す る 制 御 方 法 が な い 、 と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に 従 っ て 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 を 設 定 す る 方 法 は 、 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 を
ス リ ー プ 期 間 値 と し て 継 続 し て 保 持 す る 方 法 と 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 値 を 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値
に 設 定 し た 後 に 、 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 ま で 上 記 ス リ ー プ 期 間 値 を 増 加 さ せ る 動 作 を 継 続 し て
反 復 す る 方 法 と を 含 む 。 ま た 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 値 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 す る と 、 新
た な ス リ ー プ 期 間 を 設 定 す る た め の ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る 方 法 を 含 む こ と が
で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 ス リ ー プ 期 間 を 設 定 す る た め の 方 法 に 対 す る ３ つ の 実 施 形
態 を 提 示 す る 。 以 下 、 上 記 ３ つ の 実 施 形 態 を 図 ７ か ら 図 １ ２ を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 第 １ の 実 施 形 態
【 ０ １ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 第 １ の 実 施 形 態 と し て 、 図 ７ 及 び 図 ８ を 参 照 し て 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 値 を
最 大 ウ ィ ン ド ウ （ MAX-WINDOW） 値 に 保 持 さ せ る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 一 般 に 、 ス リ ー プ モ ー ド で ス リ ー プ 期 間 が 終 了 し 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド へ 遷 移 し た 後 に 、
聴 取 期 間 内 で ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ の ネ ガ テ ィ ブ （ negative） 信 号 を 受 信 す る と 、 加
入 者 端 末 機 は 、 ス リ ー プ モ ー ド へ さ ら に 遷 移 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 上 記 の よ う に 、 加 入 者 端 末 機 が ス リ ー プ モ ー ド か ら 復 帰 し た 後 に 、 デ ー タ の 送 受 信 な し
に 、 ス リ ー プ モ ー ド へ さ ら に 遷 移 す る と 、 基 地 局 か ら 伝 送 さ れ る デ ー タ が な い 場 合 で あ る
の で 、 当 分 、 伝 送 さ れ る デ ー タ が な い 可 能 性 が 大 き い 。 す る と 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 が 継 続
し て ２ 倍 ず つ 増 加 し た 後 に 、 基 地 局 が あ ら か じ め 指 定 し た 最 大 ウ ィ ン ド ウ サ イ ズ に 到 達 す
る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 は 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 を 上 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 継
続 し て 保 持 す る 方 法 を 提 案 す る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 上 記 の よ う な 方 法 に 基 づ い て 、 上 記 加 入 者 端 末 機 と 上 記 基 地 局 と の 間 の モ ー ド の 変 化 及
び ス リ ー プ 期 間 の 変 化 を 図 ７ に 示 す 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 図 ７ を 参 照 す る と 、 ス リ ー プ モ ー ド ７ １ ５ に あ る 加 入 者 端 末 機 ７ １ １ は 、 ス リ ー プ 期 間
を 最 大 ウ ィ ン ド ウ ７ １ ７ に 設 定 し 、 最 大 ウ ィ ン ド ウ ７ １ ７ を 経 過 し た 後 に 、 ア ウ ェ イ ク モ
ー ド ７ １ ９ で 基 地 局 ７ １ ３ か ら ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ ７ ２ １ を 受 信 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 一 方 、 基 地 局 ７ １ ３ が 伝 送 す る デ ー タ が な い の で 、 加 入 者 端 末 機 ７ １ １ が ト ラ ヒ ッ ク 指
示 メ ッ セ ー ジ ７ ２ １ を 介 し て ネ ガ テ ィ ブ （ negative） 信 号 を 受 信 す る と 、 加 入 者 端 末 機 ７
１ １ 及 び 基 地 局 ７ １ ３ は 、 ス リ ー プ モ ー ド ７ ２ ３ へ さ ら に 遷 移 す る 。 こ の と き 、 本 発 明 の
第 １ の 実 施 形 態 に 従 っ て 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 上 記 以 前 の ス リ ー プ 期 間 の 最 大 ウ ィ ン ド
ウ ７ ２ ５ を 保 持 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 同 一 の 方 法 に て 、 ス リ ー プ モ ー ド ７ ２ ３ へ さ ら に 遷 移 し た 加 入 者 端 末 機 ７ １ １ は 、 上 記
ス リ ー プ 期 間 （ す な わ ち 、 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 ） が 経 過 し た 後 に 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド ７ ２ ７
へ 遷 移 し て 、 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を さ ら に 確 認 す る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 加 入 者 端 末 機 ７ １ １ が 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 介 し て ネ ガ テ ィ ブ 信 号 ７ ２ ９ を
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受 信 す る と 、 加 入 者 端 末 機 ７ １ １ は 、 ス リ ー プ モ ー ド ７ ３ １ へ さ ら に 遷 移 し 、 上 述 し た よ
う に 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 を 最 大 ウ ィ ン ド ウ ７ ３ ３ に 継 続 し て 保 持 す る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 結 果 的 に 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 が 基 地 局 ７ １ ３ が 設 定 し た 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 し た の
で 、 こ れ 以 上 の ス リ ー プ 期 間 の 増 加 は な く 、 加 入 者 端 末 機 ７ １ １ が 基 地 局 ７ １ ３ か ら ト ラ
ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 介 し て ポ ジ テ ィ ブ （ positive） 信 号 を 受 信 す る と き ま で 、 上 記 ス
リ ー プ 期 間 を 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 固 定 さ せ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 従 う 加 入 者 端 末 機 ７ １ １ で の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。 図 ８ を 参 照 す る と 、 ス テ ッ プ ８ １ １ で 、 加 入 者 端 末 機 ７ １ １ は 、 ス リ ー
プ 期 間 を 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 設 定 し た 後 に ス リ ー プ モ ー ド に 進 入 す る 。 こ の と き 、 現 在 の
ス リ ー プ フ レ ー ム （ current sleep frame） は 、 ‘ ０ ’ に 新 た に 設 定 さ れ 、 ス テ ッ プ ８ １
５ で 、 １ つ の フ レ ー ム が 増 加 す る 度 に 、 上 記 現 在 の ス リ ー プ フ レ ー ム 値 も １ つ ず つ 増 加 す
る 。 上 記 現 在 の ス リ ー プ フ レ ー ム 値 は 、 加 入 者 端 末 機 ７ １ １ が ス リ ー プ モ ー ド へ 遷 移 し た
後 に 、 フ レ ー ム 単 位 に カ ウ ン ト （ count） さ れ た 値 を 意 味 す る 。 従 っ て 、 上 記 ス リ ー プ 期
間 に 到 達 す る と き ま で 、 上 記 現 在 の ス リ ー プ フ レ ー ム 値 は 、 カ ウ ン ト さ れ た 後 に ‘ ０ ’ に
さ ら に 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ ８ １ ３ で 、 上 記 現 在 の ス リ ー プ フ レ ー ム 値 が 上 記 ス リ ー プ 期 間 に 到 達 す
る 場 合 に 、 加 入 者 端 末 機 ７ １ １ は 、 ス テ ッ プ ８ １ ７ で 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド に 遷 移 し て 、 基
地 局 ７ １ ３ が 送 信 し た 信 号 を 受 信 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 こ の と き 、 加 入 者 端 末 機 ７ １ １ は 、 基 地 局 ７ １ ３ か ら ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 受 信
す る こ と が で き 、 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ は 、 基 地 局 ７ １ ３ が 加 入 者 端 末 機 ７ １ １
へ 送 信 す る デ ー タ の 有 無 を 知 ら せ る 情 報 （ す な わ ち 、 ネ ガ テ ィ ブ 又 は ポ ジ テ ィ ブ 情 報 ） を
含 む 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 基 地 局 ７ １ ３ が 加 入 者 端 末 機 ７ １ １ へ 送 信 す る デ ー タ が 存 在 す る 場 合 に 、 す な わ ち 、 ス
テ ッ プ ８ １ ９ で 、 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ に ポ ジ テ ィ ブ （ positive） 情 報 が 含 ま れ
る 場 合 に 、 ス テ ッ プ ８ ２ １ で 、 加 入 者 端 末 機 ７ １ １ は 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド を 保 持 し て 、 基
地 局 ７ １ ３ と デ ー タ を 送 受 信 す る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 一 方 、 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ 内 に ネ ガ テ ィ ブ （ negative） メ ッ セ ー ジ が 含 ま れ
る と 、 加 入 者 端 末 機 ７ １ １ は 、 ス テ ッ プ ８ ２ ３ で 、 ス リ ー プ モ ー ド へ さ ら に 遷 移 す る 。 こ
の よ う な 状 態 で 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 値 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 し た の で 、 加 入 者 端 末 機
７ １ １ が 上 記 ス リ ー プ モ ー ド へ さ ら に 遷 移 す る と し て も 、 ス テ ッ プ ８ ２ ３ で 、 本 発 明 の 第
１ の 実 施 形 態 に 従 っ て 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 を 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 保 持 す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 従 っ て 、 上 記 現 在 の ス リ ー プ フ レ ー ム が ‘ ０ ’ か ら 最 大 ウ ィ ン ド ウ ま で 増 加 す る 間 に 、
加 入 者 端 末 機 ７ １ １ は 、 ス リ ー プ モ ー ド を 保 持 し 、 基 地 局 ７ １ ３ が 伝 送 す る デ ー タ が 存 在
す る の で 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド で 、 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 介 し て ポ ジ テ ィ ブ 情 報 を 受
信 す る と き ま で 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 を 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 継 続 し て 保 持 す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 同 一 の 方 法 に て 、 ス テ ッ プ ８ ２ ５ で 、 上 記 現 在 の ス リ ー プ フ レ ー ム 値 が ス リ ー プ 期 間 、
す な わ ち 、 最 大 ウ ィ ン ド ウ に 到 達 し な か っ た 場 合 に 、 加 入 者 端 末 機 ７ １ １ は 、 ス テ ッ プ ８
２ ７ で 、 フ レ ー ム が 経 過 す る 度 に 、 上 記 現 在 の ス リ ー プ フ レ ー ム 値 を １ つ ず つ 増 加 さ せ る
。 し か し な が ら 、 上 記 現 在 の ス リ ー プ フ レ ー ム 値 が 上 記 ス リ ー プ 期 間 に 到 達 し た 場 合 に 、
加 入 者 端 末 機 ７ １ １ は 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド に 遷 移 し て 、 基 地 局 ７ １ ３ か ら 送 信 さ れ た ト ラ
ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 確 認 す る 過 程 を 反 復 す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
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　 例 え ば 、 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 が ２ ｍ ｓ で あ り 、 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 が ５ 秒 で あ り 、 基 地 局 ７
１ ３ か ら 伝 送 さ れ る デ ー タ が な い た め 、 加 入 者 端 末 機 ７ １ １ が ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ
を 介 し て ネ ガ テ ィ ブ 情 報 を 継 続 し て 受 信 す る と 仮 定 す る 。 こ の と き 、 最 初 に ス リ ー プ モ ー
ド へ 遷 移 す る 時 、 ス リ ー プ 期 間 は ２ ｍ ｓ に な り 、 そ の 後 に 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 ４ ｍ ｓ
、 ８ ｍ ｓ 、 及 び １ ６ ｍ ｓ に ２ 倍 ず つ 増 加 す る 。 こ の よ う に 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 が 継 続 し て
増 加 し て ５ 秒 に 到 達 す る と 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 継 続 し て ５ 秒 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 従 っ て 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に
到 達 し た 後 に 、 加 入 者 端 末 機 ７ １ １ が さ ら に ス リ ー プ モ ー ド へ 遷 移 す る 場 合 に 、 上 記 ス リ
ー プ 期 間 は 、 継 続 し て 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 を 保 持 す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 一 方 、 上 記 の よ う な 方 法 は 、 変 形 も 可 能 で あ る 。 上 記 変 形 さ れ た 方 法 は 、 上 記 ス リ ー プ
期 間 を 上 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 継 続 し て 設 定 す る 代 わ り に 、 上 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 が 一 定
の 回 数 の 間 に 反 復 さ れ る と 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 を 再 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 例 え ば 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 が 上 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 し た 後 に 、 上 記 ス リ ー プ 期 間
が 上 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 で ５ 回 反 復 さ れ た 場 合 に 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 最 小 ウ ィ ン ド ウ
と 最 大 ウ ィ ン ド ウ と の 間 の 値 に 再 設 定 さ れ る こ と が で き る 。 上 記 方 法 は 、 不 規 則 な ト ラ ヒ
ッ ク 伝 送 の 間 さ ら に 効 率 的 で あ る こ と も あ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　
【 ０ １ ２ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る 第 ２ の 実 施 形 態 と し て 、 図 ９ 及 び 図 １ ０ を 参 照 し て 、 上 記 ス リ ー プ
期 間 を 最 小 ウ ィ ン ド ウ （ MIN-WINDOW） 値 に 設 定 し た 後 に 、 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 ま で 増 加 さ せ
る 過 程 を 反 復 す る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 基 地 局 は 、 送 信 す る デ ー タ が な い 場 合 に 、 ネ ガ テ ィ ブ 情 報 を 含 む ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ
ー ジ を 加 入 者 端 末 機 へ 伝 送 し 、 上 記 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た 加 入 者 端 末 機 は 、 継 続 し て ス リ
ー プ モ ー ド に 滞 在 す る 。 し か し な が ら 、 上 記 基 地 局 が 送 信 す る デ ー タ が 実 時 間 の デ ー タ で
は な い の で 、 上 記 デ ー タ は 、 発 生 頻 度 の 側 面 で ラ ン ダ ム な 特 性 を 有 す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 従 っ て 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 が 上 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ に 到 達 す る と 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 を 上
記 最 小 ウ ィ ン ド ウ に さ ら に 設 定 し た 後 に 、 ２ 倍 ず つ 増 加 さ せ る 方 法 を 考 慮 す る こ と が で き
る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 図 ９ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 従 っ て 、 ス リ ー プ 期 間 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 し た
場 合 に 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 を 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 に さ ら に 設 定 す る 手 順 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 図 ９ を 参 照 す る と 、 ス リ ー プ モ ー ド へ 遷 移 し た 加 入 者 端 末 機 ９ １ １ が 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値
の ス リ ー プ 期 間 を 有 す る 場 合 を 仮 定 す る 。 従 っ て 、 上 記 ス リ ー プ モ ー ド ９ １ ５ へ 遷 移 し た
加 入 者 端 末 機 ９ １ １ は 、 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 ９ １ ７ が 経 過 し た 後 に 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド ９ １
９ へ 遷 移 し た 後 に 、 基 地 局 ９ １ ３ か ら ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ ９ ２ １ を 受 信 す る 。 一 方
、 上 述 し た よ う に 、 基 地 局 ９ １ ３ が 伝 送 し た ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ は 、 送 信 デ ー タ の
有 無 を 示 す ポ ジ テ ィ ブ 又 は ネ ガ テ ィ ブ 情 報 を 含 む 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 加 入 者 端 末 機 ９ １ １ が ア ウ ェ イ ク モ ー ド で 受 信 し た 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ か ら
ネ ガ テ ィ ブ 情 報 を 確 認 す る と 、 加 入 者 端 末 機 ９ １ １ は 、 ス リ ー プ モ ー ド ９ ２ ３ へ さ ら に 遷
移 す る 。 こ の と き 、 加 入 者 端 末 機 ９ １ １ の ス リ ー プ 期 間 を 決 定 し な け れ ば な ら ず 、 本 発 明
に よ る 第 ２ の 実 施 形 態 は 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ に 到 達 し た 後 に 、 上 記 ス リ
ー プ 期 間 を 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 に さ ら に 設 定 す る 方 法 を 提 案 す る 。 一 方 、 上 記 最 大 ウ ィ ン ド
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ウ 及 び 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 は 、 上 述 し た よ う に 、 基 地 局 ９ １ ３ が あ ら か じ め 決 定 し て 貯 蔵 し
た 値 で あ る の で 、 加 入 者 端 末 機 ９ １ １ は 、 こ の よ う な 値 を 以 前 に 認 知 す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 従 っ て 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 が 上 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 し た 後 に 、 加 入 者 端 末 機 ９ １
１ が ス リ ー プ モ ー ド へ さ ら に 遷 移 す る 場 合 に 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 加 入 者 端 末 機 ９ １ １
が す で に 認 知 し て い る 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 ９ ２ ５ に 再 設 定 さ れ る 。 す な わ ち 、 上 記 ス リ ー プ
期 間 が 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 に 再 設 定 さ れ 、 ス リ ー プ モ ー ド ９ ２ ３ へ 遷 移 し た 場 合 に 、 加 入 者
端 末 機 ９ １ １ は 、 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 ９ ２ ５ の 間 の ス リ ー プ モ ー ド を 保 持 す る 。 上 記 最 小 ウ
ィ ン ド ウ 値 の 時 間 が 経 過 し た 後 に 、 加 入 者 端 末 機 ９ １ １ は 、 ９ ２ ９ で 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド
９ ２ ７ に 遷 移 し て 、 基 地 局 ９ １ ３ が 伝 送 し た ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 確 認 す る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 上 記 受 信 さ れ た ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ に ネ ガ テ ィ ブ 情 報 が 含 ま れ て い る と 、 基 地 局
９ １ ３ か ら 伝 送 さ れ る デ ー タ が な い の で 、 ス リ ー プ モ ー ド ９ ３ １ へ さ ら に 遷 移 す る 。 こ の
と き 、 ９ ３ ３ で 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 以 前 の ス リ ー プ 期 間 で あ る 上 記 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値
の ２ 倍 （ す な わ ち 、 Ｓ Ｌ Ｅ Ｅ Ｐ  Ｉ Ｎ Ｔ Ｅ Ｒ Ｖ Ａ Ｌ ＝ ２ ＊ Ｍ Ｉ Ｎ － Ｗ Ｉ Ｎ Ｄ Ｏ Ｗ ） の 値 に
設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 す な わ ち 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 が 上 記 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 の ２ 倍 に 設 定 さ れ 、 ス リ ー プ モ ー
ド ９ ３ １ に 遷 移 し た 場 合 に 、 加 入 者 端 末 機 ９ １ １ は 、 上 記 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 ９ ３ ３ の ２ 倍
の 時 間 の 間 ス リ ー プ モ ー ド を 保 持 す る 。 上 記 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 ９ ３ ３ の ２ 倍 の 時 間 が 経 過
し た 後 に 、 加 入 者 端 末 機 ９ １ １ は 、 ９ ３ ７ で 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド ９ ３ ５ へ 遷 移 し て 、 基 地
局 ９ １ ３ か ら 伝 送 さ れ た ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 確 認 す る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 同 様 に 、 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ に ネ ガ テ ィ ブ 情 報 が 含 ま れ る 場 合 に 、 ス リ ー プ
モ ー ド ９ ３ ９ へ さ ら に 遷 移 し て 、 上 記 手 順 を 反 復 す る 。 同 一 の 方 法 に て 、 上 記 ス リ ー プ 期
間 が 経 過 し た 後 に 、 上 記 ス リ ー プ モ ー ド が 保 持 さ れ る 場 合 に 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 上 記
最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 の ４ 倍 、 ８ 倍 、 及 び １ ６ 倍 に 増 加 す る 。 そ の 結 果 、 第 ２ の 実 施 形 態 は 、
上 記 ス リ ー プ 期 間 が 継 続 し て 増 加 し て 、 上 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 す る と き ま で 、 基 地
局 ９ １ ３ か ら ポ ジ テ ィ ブ 情 報 を 受 信 し な け れ ば 、 さ ら に 上 記 ス リ ー プ 期 間 を 上 記 最 小 ウ ィ
ン ド ウ 値 に 再 設 定 す る 過 程 を 反 復 す る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 加 入 者 端 末 機 が 遂 行 す る 動 作 を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。 図 １ ０ を 参 照 す る と 、 最 初 の ス リ ー プ 期 間 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ に 到 達 す る ま
で 遂 行 さ れ た 過 程 は 、 図 ８ に 関 連 し て 説 明 し た 該 当 過 程 と 同 一 で あ る 。 す な わ ち 、 ス テ ッ
プ １ ０ １ １ で 、 ス リ ー プ モ ー ド に あ る 加 入 者 端 末 機 ９ １ １ の ス リ ー プ 期 間 が 最 大 ウ ィ ン ド
ウ 値 に 設 定 さ れ た 場 合 に 、 ス テ ッ プ １ ０ １ ３ 及 び ス テ ッ プ １ ０ １ ５ で 、 現 在 の ス リ ー プ フ
レ ー ム 値 は 、 フ レ ー ム が 経 過 す る 度 に 、 ‘ ０ ’ か ら 上 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 ま で １ つ ず つ 増
加 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 一 方 、 上 記 現 在 の ス リ ー プ フ レ ー ム が 増 加 し て 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 （ す な わ ち 、 最 大 ウ
ィ ン ド ウ 値 ） に 到 達 す る 場 合 に 、 加 入 者 端 末 機 ９ １ １ は 、 ス テ ッ プ １ ０ １ ９ で 、 ア ウ ェ イ
ク モ ー ド に 遷 移 し て 、 基 地 局 ９ １ ３ か ら 受 信 さ れ た ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 確 認 す る
。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 上 記 確 認 の 結 果 、 上 記 受 信 さ れ た ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ に ポ ジ テ ィ ブ 情 報 が 含 ま れ
て い る と 、 基 地 局 ９ １ ３ か ら 伝 送 さ れ る デ ー タ が あ る こ と を 意 味 す る 。 こ の 場 合 、 加 入 者
端 末 機 ９ １ １ は 、 ス テ ッ プ １ ０ ２ ３ で 、 基 地 局 ９ １ ３ と の デ ー タ 通 信 を 遂 行 す る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 一 方 、 上 記 受 信 さ れ た ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ に ネ ガ テ ィ ブ 情 報 が 含 ま れ て い る と 、
加 入 者 端 末 機 ９ １ １ は 、 ス リ ー プ モ ー ド に さ ら に 遷 移 し 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 を 再 設 定 す る
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。 以 前 の ス リ ー プ 期 間 が 上 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 設 定 さ れ た の で 、 次 の ス リ ー プ 期 間 は 、
上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 従 っ て 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 こ こ で 、 ス テ ッ プ １ ０ １ ７ で 、 Ｋ 値 は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 従 っ て 、 上 記 ス リ ー プ モ ー
ド が 反 復 さ れ る 度 に 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 を ２ 倍 ず つ 増 加 さ せ る た め の 変 数 に 設 定 さ れ る 。
従 っ て 、 上 記 Ｋ 値 が 最 初 ‘ ０ ’ に 設 定 さ れ た 後 に 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 が 反 復 さ れ る 度 に 、
上 記 Ｋ 値 が １ つ ず つ 増 加 す る 。 結 果 的 に 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 ス テ ッ プ １ ０ ２ ５ で 、 上
記 最 小 ウ ィ ン ド ウ の ２ 倍 、 ４ 倍 、 及 び ８ 倍 に 増 加 す る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 従 っ て 、 ス テ ッ プ １ ０ ２ ９ で 、 フ レ ー ム が 経 過 す る 度 に 、 現 在 の ス リ ー プ フ レ ー ム 値 が
１ つ ず つ 増 加 し て 、 ス リ ー プ 期 間 に 到 達 す る と 、 加 入 者 端 末 機 ９ １ １ は 、 ス テ ッ プ １ ０ １
９ で 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド に 遷 移 し て 、 基 地 局 ９ １ ３ か ら ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 受 信
す る 。 上 記 受 信 さ れ た ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ に ネ ガ テ ィ ブ 情 報 が 含 ま れ て い る と 、 加
入 者 端 末 機 ９ １ １ は 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 を ２ 倍 ず つ 増 加 さ せ る 。 一 方 、 上 記 ス リ ー プ 期 間
が 継 続 し て 増 加 し て 、 上 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 す る と 、 加 入 者 端 末 機 ９ １ １ は 、 上 記
ス リ ー プ 期 間 を 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 に さ ら に 再 設 定 し た 後 に 、 上 記 過 程 を 反 復 す る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 例 え ば 、 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 が ２ ｍ ｓ で あ り 、 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 が ５ 秒 で あ り 、 基 地 局 か
ら 伝 送 さ れ る デ ー タ が な い た め 、 加 入 者 端 末 機 ９ １ １ は 、 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 介
し て ネ ガ テ ィ ブ 情 報 を 継 続 し て 受 信 す る と 仮 定 す る 。 こ の と き 、 最 初 に ス リ ー プ モ ー ド に
遷 移 す る 場 合 に 、 ス リ ー プ 期 間 は 、 ２ ｍ ｓ に な り 、 そ の 後 に 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 ４ ｍ
ｓ 、 ８ ｍ ｓ 、 及 び １ ６ ｍ ｓ に ２ 倍 ず つ 増 加 す る 。 こ の よ う に 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 が 継 続 し
て 増 加 し て ５ 秒 に 到 達 す る と 、 次 の ス リ ー プ 期 間 は 、 上 記 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 で あ る ２ ｍ ｓ
に さ ら に 設 定 さ れ る 。 こ の 後 に 、 加 入 者 端 末 機 ９ １ １ は 、 ４ ｍ ｓ 、 ８ ｍ ｓ 、 及 び １ ６ ｍ ｓ
に ２ 倍 ず つ 増 加 さ せ る 過 程 を 反 復 す る 。 上 記 ス リ ー プ 期 間 が 継 続 し て 増 加 し て 、 上 記 最 大
ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 す る 場 合 に 、 同 一 の 方 法 に て 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 を さ ら に 設 定 し て 、
上 記 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 か ら 増 加 さ せ る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 に よ る 第 ２ の 実 施 形 態 は 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 が 上 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値
に 到 達 し た 後 に 、 ス リ ー プ モ ー ド に さ ら に 遷 移 す る 場 合 に 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 を 最 小 ウ ィ
ン ド ウ 値 か ら 増 加 さ せ る 過 程 を 反 復 す る 方 法 を 提 案 す る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　
【 ０ １ ４ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る 第 ３ の 実 施 形 態 と し て 、 図 １ １ 及 び 図 １ ２ を 参 照 し て 、 上 記 ス リ ー
プ 期 間 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 す る 場 合 に 、 新 た な メ ッ セ ー ジ と し て 上 記 ス リ ー プ 期 間
を 再 設 定 す る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 正 常 の 状 況 で は 、 ス リ ー プ 期 間 が 最 小 ウ ィ ン ド ウ で ２ 倍 ず つ 増 加 し つ つ 、 基 地 局 が 送 信
す る デ ー タ が 存 在 し な い 場 合 に 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ に 到 達 す る 。 こ の と
き 、 加 入 者 端 末 機 が 受 信 す る デ ー タ の 頻 度 が 格 段 に 減 少 さ れ る こ と が あ る の で 、 最 小 ウ ィ
ン ド ウ 値 及 び 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 を 増 加 さ せ る こ と が 望 ま し い 。 す な わ ち 、 新 た な ス リ ー プ
期 間 を 設 定 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 図 １ １ は 、 ス リ ー プ 期 間 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ に 到 達 す る 場 合 に 、 上 記 加 入 者 端 末 機 が ス リ
ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る こ と に よ っ て 、 新 た な ス リ ー プ 期 間 の 設 定 を 要 求 す る 手 順
を 示 す 図 で あ る 。 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 で 説 明 し た よ う に 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 が 最
大 ウ ィ ン ド ウ 値 １ １ １ ７ に 到 達 し た 後 に 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド １ １ １ ９ に 遷 移 し て 、 基 地 局
１ １ １ ３ か ら 受 信 さ れ た ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ Ｔ Ｒ Ｆ ＿ Ｉ Ｎ Ｄ １ １ ２ １ か ら ネ ガ テ ィ
ブ 情 報 を 確 認 す る と 、 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ は 、 ス リ ー プ モ ー ド １ １ ２ ７ へ 遷 移 す る 。
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【 ０ １ ４ ８ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ が 上 記 ス リ ー
プ 期 間 を 自 体 的 に 再 設 定 す る 一 方 、 第 ３ の 実 施 形 態 で は 、 基 地 局 １ １ １ ３ へ ス リ ー プ 要 求
メ ッ セ ー ジ Ｓ Ｌ Ｐ ＿ Ｒ Ｅ Ｑ １ １ ２ ３ を 送 信 す る こ と に よ っ て 、 ス リ ー プ 期 間 の 再 設 定 を 要
求 す る 。 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ か ら ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ Ｓ Ｌ Ｐ ＿ Ｒ Ｅ Ｑ １ １ ２ ３ を 受
信 す る と 、 基 地 局 １ １ １ ３ は 、 適 切 な ス リ ー プ 期 間 を 設 定 し 、 上 記 設 定 さ れ た ス リ ー プ 期
間 を ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ Ｓ Ｌ Ｐ ＿ Ｒ Ｓ Ｐ １ １ ２ ５ を 介 し て 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ へ 通
知 す る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 す る と 、 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ は 、 上 記 受 信 さ れ た ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ １ １ ２ ５ に
含 ま れ た ス リ ー プ 期 間 の 新 た な 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 （ NEW MIN-WINDOW） １ １ ２ ９ だ け ス リ ー
プ モ ー ド １ １ ２ ７ を 保 持 し た 後 に 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド １ １ ３ １ に さ ら に 遷 移 す る 。 加 入 者
端 末 機 １ １ １ １ が ア ウ ェ イ ク モ ー ド １ １ ３ １ へ 遷 移 し た 後 に 、 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ
１ １ ３ ３ を 介 し て ネ ガ テ ィ ブ 情 報 を 確 認 す る と 、 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ は 、 ス リ ー プ モ ー
ド １ １ ３ ５ に さ ら に 遷 移 す る 。 こ の と き 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 以 前 に 設 定 さ れ た 新 た な
最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 の ２ 倍 （ ２ ＊ NEW MIN-WINDOW） の 値 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 従 っ て 、 ス リ ー プ モ ー ド １ １ ３ ５ に あ る 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ は 、 上 記 新 た な 最 小 ウ ィ
ン ド ウ 値 の ２ 倍 値 １ １ ３ ７ だ け の 時 間 が 経 過 し た 後 に 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド １ １ ３ ９ へ 遷 移
す る 。 ア ウ ェ イ ク モ ー ド １ １ ３ ９ で 、 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ は 、 基 地 局 １ １ １ ３ か ら ト ラ
ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ １ １ ４ １ を 受 信 し 、 ネ ガ テ ィ ブ 情 報 が 上 記 受 信 さ れ た ト ラ ヒ ッ ク 指
示 メ ッ セ ー ジ １ １ ４ １ に 含 ま れ る 場 合 に 、 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ は 、 ス リ ー プ モ ー ド １ １
４ ３ へ さ ら に 遷 移 す る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 こ の 後 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 上 記 新 た に 設 定 さ れ た 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 の 倍 数 （ す な わ
ち 、 ２ 倍 、 ４ 倍 、 ８ 倍 ） 値 に 増 加 す る 。 上 記 ス リ ー プ 期 間 が 継 続 し て 増 加 し て 、 新 た に 設
定 さ れ た 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 す る と 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 上 記 新 た に 設 定 さ れ た 最
小 ウ ィ ン ド ウ 値 に 反 復 し て 再 設 定 さ れ る こ と が で き る 。 一 方 、 他 の 方 法 に て 、 上 記 ス リ ー
プ 期 間 が 上 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 す る 場 合 に 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 他 の 新 た な 最 大
ウ ィ ン ド ウ 及 び 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 に 設 定 さ れ る こ と も で き る 。 こ の と き 、 同 一 の 方 法 に て
、 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ は 、 ス リ ー プ 要 請 メ ッ セ ー ジ を 基 地 局 １ １ １ ３ へ 伝 送 し な け れ ば
な ら な い 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 図 １ ２ は 、 ス リ ー プ 期 間 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 す る 場 合 に 、 加 入 者 端 末 機 が ス リ ー
プ 要 求 メ ッ セ ー ジ を 基 地 局 へ 送 信 す る こ と に よ っ て 、 新 た な ス リ ー プ 期 間 を 設 定 す る 手 順
を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 図 １ ２ を 参 照 す る と 、 最 初 の ス リ ー プ 期 間 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 す る ま で 遂 行 さ れ
た 過 程 は 、 図 ８ 及 び 図 １ ０ に 関 連 し て 説 明 し た 該 当 過 程 と 同 一 で あ る 。 加 入 者 端 末 機 １ １
１ １ が 、 ス リ ー プ モ ー ド に 進 入 す る と 、 現 在 の ス リ ー プ フ レ ー ム 値 は 、 ‘ ０ ’ に 新 た に 設
定 さ れ る 。 ス テ ッ プ １ ２ １ ５ で 、 １ つ の フ レ ー ム が 経 過 す る 度 に 、 上 記 現 在 の ス リ ー プ フ
レ ー ム 値 も １ つ ず つ 増 加 さ れ 、 ス テ ッ プ １ ２ １ ３ で 、 上 記 現 在 の ス リ ー プ フ レ ー ム 値 が 現
在 設 定 さ れ た ス リ ー プ 期 間 に 到 達 す る 場 合 に 、 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ は 、 ス テ ッ プ １ ２ １
７ で 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド へ 遷 移 し 、 ス テ ッ プ １ ２ １ ９ で 、 基 地 局 １ １ １ ３ が 送 信 し た 信 号
を 受 信 す る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 上 述 し た よ う に 、 基 地 局 １ １ １ ３ が 送 信 し た 信 号 は 、 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 含 み
、 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ は 、 基 地 局 １ １ １ ３ が 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ へ 送 信 す る
デ ー タ の 有 無 を 知 ら せ る 信 号 を 含 む 。 基 地 局 １ １ １ ３ が 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ へ 送 信 す る
デ ー タ が 存 在 す る 場 合 に 、 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ に は ポ ジ テ ィ ブ 信 号 が 含 ま れ 、
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ス テ ッ プ １ ２ ２ １ で 、 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ は 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド を 保 持 し 、 デ ー タ の 送
受 信 を 遂 行 す る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 一 方 、 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ に ネ ガ テ ィ ブ メ ッ セ ー ジ が 含 ま れ る と 、 加 入 者 端
末 機 １ １ １ １ は 、 ス リ ー プ モ ー ド へ さ ら に 遷 移 す る 。 本 発 明 に よ る 第 ３ の 実 施 形 態 で は 、
上 記 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 と は 異 な っ て 、 ス リ ー プ 期 間 値 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ に 到 達 し 、
ス リ ー プ モ ー ド へ さ ら に 遷 移 す る 場 合 に 、 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ は 、 新 た な ス リ ー プ 期 間
を 設 定 す る 必 要 性 を 認 知 し 、 ス テ ッ プ １ ２ ２ ３ で 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド で 新 た な ス リ ー プ 期
間 の 設 定 を 要 求 す る ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ を 基 地 局 １ １ １ ３ へ 送 信 す る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ か ら 新 た な ス リ ー プ 期 間 を 要 求 す る ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ を 受
信 す る と 、 基 地 局 １ １ １ ３ は 、 ス テ ッ プ １ ２ ２ ５ で 、 適 切 な 新 た な ス リ ー プ 期 間 を 含 む ス
リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ を 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ へ 送 信 す る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 第 ３ の 実 施 形 態 で は 、 上 記 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 ス リ ー プ モ ー ド の 反 復 回 数 に 従 っ
て 、 ス リ ー プ 期 間 を 以 前 の ス リ ー プ 期 間 の ２ 倍 値 だ け 増 加 さ せ な け れ ば な ら な い の で 、 ス
テ ッ プ １ ２ ２ ９ で 、 ス リ ー プ モ ー ド の 反 復 回 数 を 示 す 変 数 Ｋ を 設 定 し 、 上 記 ス リ ー プ 期 間
が 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 す る と 、 上 記 Ｋ 値 を ‘ ０ ’ に 設 定 す る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 一 方 、 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ は 、 ス テ ッ プ １ ２ ３ １ で 、 ス リ ー プ モ ー ド へ 遷 移 し た 後 に
、 ス リ ー プ 期 間 を 以 前 の 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 で は な く 、 上 記 ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ を 介 し
て 新 た に 設 定 さ れ た 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 に 設 定 す る 。 ス テ ッ プ １ ２ ３ ３ で 、 上 記 現 在 の ス リ
ー プ フ レ ー ム 値 が 上 記 新 た な 最 小 ウ ィ ン ド ウ に 到 達 す る と 、 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ は 、 ス
テ ッ プ １ ２ ３ ７ で 、 ア ウ ェ イ ク モ ー ド に 遷 移 し 、 ス テ ッ プ １ ２ ３ ９ で 、 基 地 局 が 送 信 し た
ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る 。 上 述 し た よ う に 、 上 記 ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ
に ネ ガ テ ィ ブ 信 号 が 含 ま れ る と 、 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ は 、 ス テ ッ プ １ ２ ３ １ で 、 基 地 局
１ １ １ ３ が 伝 送 す る デ ー タ が な い こ と を 感 知 し 、 ス リ ー プ モ ー ド へ さ ら に 遷 移 す る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 こ の と き 、 ス リ ー プ モ ー ド が も う 一 度 反 復 さ れ る の で 、 ス テ ッ プ １ ２ ３ １ で 、 上 記 ス リ
ー プ 期 間 は 、 Ｋ 値 が ‘ １ ’ に 設 定 さ れ 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 は 、 ス テ ッ プ １ ２ ３ １ で 、 上 記
ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ を 介 し て 受 信 さ れ た 新 た な 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 の ２ 倍 値 に 増 加 さ れ
る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ １ ２ ３ ５ で 、 フ レ ー ム が 経 過 す る に 従 っ て 、 上 記 現 在 の ス リ ー プ フ レ ー
ム も 増 加 し 、 ス テ ッ プ １ ２ ３ ３ で 、 上 記 現 在 の ス リ ー プ フ レ ー ム 値 が 現 在 設 定 さ れ た ス リ
ー プ 期 間 に 到 達 す る と 、 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ は 、 ス テ ッ プ １ ２ ３ ７ で 、 ス リ ー プ モ ー ド
か ら ア ウ ェ イ ク モ ー ド へ 遷 移 す る 。 上 述 し た よ う に 、 上 記 ア ウ ェ イ ク モ ー ド へ 遷 移 し た 加
入 者 端 末 機 １ １ １ １ は 、 ポ ジ テ ィ ブ 信 号 が ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ か ら 確 認 さ れ る と き
ま で 上 記 過 程 を 反 復 す る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 上 記 ス リ ー プ 期 間 が 上 記 新 た に 設 定 さ れ た 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に さ ら に 到 達 す る と 、 加 入
者 端 末 機 １ １ １ １ は 、 他 の ス リ ー プ 期 間 の 設 定 を 要 求 す る ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ を 送 信
し 、 受 信 さ れ た ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ た 新 た な ス リ ー プ 期 間 を 適 用 す る こ と に
よ っ て 、 上 記 過 程 を 反 復 す る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 他 の 方 法 で は 、 本 発 明 に よ る 第 ３ の 実 施 形 態 を 変 形 す る こ と も で き る 。 上 記 変 形 さ れ た
実 施 形 態 に お い て 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 が 上 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 し た 後 に 、 基 地 局 １
１ １ ３ か ら ト ラ ヒ ッ ク 指 示 メ ッ セ ー ジ を 介 し て ネ ガ テ ィ ブ 情 報 を 受 信 す る と 、 加 入 者 端 末
機 １ １ １ １ は 、 上 記 ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ を 直 接 に 伝 送 す る 代 わ り に 、 加 入 者 端 末 機 １
１ １ １ の ス リ ー プ 期 間 を 上 記 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 設 定 し 、 一 定 の 回 数 だ け ス テ ッ プ １ ２ １
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１ か ら ス テ ッ プ １ ２ １ ９ の 過 程 を 反 復 し た 後 に 、 上 記 ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る
。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 こ の 場 合 に 、 下 記 表 ４ に 示 す Ｒ Ｅ Ｔ Ｒ Ｙ  Ｍ Ａ Ｘ － Ｗ Ｉ Ｎ Ｄ Ｏ Ｗ  Ｎ Ｕ Ｍ を 介 し て 反 復 回
数 を 基 地 局 １ １ １ ３ へ 通 知 す る た め に 、 基 地 局 １ １ １ ３ は 、 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ の ス リ
ー プ 期 間 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 し た こ と を 認 知 し 、 上 記 ス リ ー プ 期 間 を 再 設 定 す る 時
に 上 記 値 を 考 慮 す る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ６ ５ 】
　 表 ４ か ら 分 か る よ う に 、 Ｒ Ｅ Ｔ Ｒ Ｙ  Ｍ Ａ Ｘ － Ｗ Ｉ Ｎ Ｄ Ｏ Ｗ  Ｎ Ｕ Ｍ が 従 来 の ス リ ー プ 要
求 メ ッ セ ー ジ に 付 加 さ れ る 。 す な わ ち 、 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ の ス リ ー プ 期 間 が 上 記 最 大
ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 し て 、 新 た な 最 小 ウ ィ ン ド ウ 及 び 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 の 割 当 て を 受 け よ
う と す る 場 合 に 、 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ は 、 上 記 貯 蔵 さ れ た 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 の 反 復 値 を
表 ４ の ス リ ー プ 要 求 メ ッ セ ー ジ を 介 し て 伝 送 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 上 記 ス リ ー プ 要 請 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た 基 地 局 １ １ １ ３ は 、 ス リ ー プ 応 答 メ ッ セ ー ジ を
介 し て 新 た な 最 大 ウ ィ ン ド ウ 及 び 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 を 加 入 者 端 末 機 １ １ １ １ に 割 り 当 て る
。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 詳 細 に つ い て 具 体 的 な 実 施 の 形 態 に 基 づ き 説 明 し て き た が 、 本 発 明 の 範
囲 を 逸 脱 し な い 限 り 、 各 種 の 変 形 が 可 能 な の は 明 ら か で あ る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 範 囲 は 、
上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 記 載 及 び 該 記 載 と 同 等 な も
の に よ り 定 め ら れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ６ ８ 】
【 図 １ 】 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ ／ Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 を 使 用 す る 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム の 構 成 を 概 略
的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム で 提 案 し て い る ス リ ー プ モ ー ド 動 作 を 概 略
的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム で 提 案 し て い る 加 入 者 端 末 機 の 要 求 に 応 じ
て 、 加 入 者 端 末 機 が ス リ ー プ モ ー ド へ 状 態 遷 移 す る 手 順 を 示 す 信 号 フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム で 提 案 し て い る 基 地 局 の 制 御 下 に 、 加 入 者
端 末 機 が ス リ ー プ モ ー ド へ 状 態 遷 移 す る 手 順 を 示 す 信 号 フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ ６ ｅ 通 信 シ ス テ ム で 提 案 し て い る 基 地 局 の 制 御 下 に 、 加 入 者
端 末 機 が ア ウ ェ イ ク モ ー ド へ 状 態 遷 移 す る 手 順 を 示 す 信 号 フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ ／ Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 を 使 用 す る 広 帯 域 無 線 接 続 通
信 シ ス テ ム の 構 成 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る ス リ ー プ 期 間 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 し た 場 合

10

20

30

40

50

(23) JP 2006-524929 A 2006.11.2



に 、 ス リ ー プ 期 間 を 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 保 持 す る 手 順 を 示 す 信 号 フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る ス リ ー プ 期 間 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 し た 場 合
に 、 加 入 者 端 末 機 が ス リ ー プ 期 間 を 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 保 持 す る 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー
ト で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る ス リ ー プ 期 間 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 し た 場 合
に 、 ス リ ー プ 期 間 を 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 に さ ら に 設 定 す る 手 順 を 示 す 信 号 フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る ス リ ー プ 期 間 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 し た 場
合 に 、 加 入 者 端 末 機 が ス リ ー プ 期 間 を 最 小 ウ ィ ン ド ウ 値 に さ ら に 設 定 す る 手 順 を 示 す フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る ス リ ー プ 期 間 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 し た 場
合 に 、 新 た な ス リ ー プ 期 間 の 設 定 を 要 求 す る 手 順 を 示 す 信 号 フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る ス リ ー プ 期 間 が 最 大 ウ ィ ン ド ウ 値 に 到 達 し た 場
合 に 、 加 入 者 端 末 機 が 新 た な ス リ ー プ 期 間 の 設 定 を 要 求 す る 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ６ ９ 】
　 ６ ０ ０ ， ６ ５ ０ 　 セ ル
　 ６ １ ０ ， ６ ４ ０ 　 基 地 局
　 ６ １ １ ， ６ １ ３ ， ６ ３ ０ ， ６ ５ １ ， ６ ５ ３ 　 加 入 者 端 末 機
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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